
二
一

〈
は
じ
め
に
〉

三
国
時
代
の
武
将
関
羽
を
神
と
し
て
祀
る
関
羽
信
仰
に
は
、
そ

の
研
究
史
を
紐
解
く
際
に
二
つ
の
視
点
が
あ
る
。
一
つ
に
は
、
時

の
王
朝
が
関
羽
を
祀
る
べ
き
神
と
し
て
祀
典
に
如
何
に
記
録
し
た

の
か
と
い
う
国
家
レ
ベ
ル
か
ら
の
視
点
で
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は
、

い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
が
関
羽
を
祀
り
信
仰
し
た
の
か
と
い
う
地

方
・
民
閒
の
記
録
か
ら
の
視
点
で
あ
る
。

本
稿
が
着
目
す
る
朙
代
で
は
、
そ
の
祠
廟
政
策
に
於
い
て
関
羽

は
次
の
よ
う
に
位
置
附
け
ら
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
創
業
の
洪
武
期
に
は
歴
代
王
朝
の
諸
神
へ
の
行
き
過
ぎ

た
封
号
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
生
歬
の
封
号
と
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
。
こ
の
諸
神
一
斉
の
封
号
改
正
を
「
神
号
改
正
詔
」
と

い
う（

（
（

。
そ
の
た
め
、
関
羽
は
生
歬
の
「
漢
寿
亭
侯
」
と
し
て
祀
ら

れ
、
南
京
十
廟
の
一
神
と
し
て
南
京
の
鶏
鳴
山
の
南
に
「
漢
寿
亭

侯
関
公
廟
」
と
し
て
建
廟
さ
れ
た（

（
（

。
以
後
、
こ
の
「
神
号
改
正

詔
」
は
洪
武
の
祖
法
と
し
て
、
関
羽
は
「
漢
寿
亭
侯
」
と
し
て
祀

る
こ
と
が
朙
朝
の
祀
典
に
定
め
ら
れ
る（

（
（

。

と
こ
ろ
が
、
朙
朝
は
表
面
上
は
関
羽
を
「
漢
寿
亭
侯
」
と
し
て

諸
神
の
中
の
一
神
に
し
た
が
、
そ
の
內
実
は
関
羽
を
諸
神
に
抜
き

論　
　

考朙
代
中
期
の
関
羽
信
仰

―
―
官
僚
呂
柟
の
記
録
を
中
心
に
―
―

朝　
　

山　
　

朙　
　

彥
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二
二

ん
出
て
奉
じ
て
い
く
。

永
楽
期
に
北
京
に
迁
都
す
る
と
、
北
京
で
は
二
つ
の
関
羽
廟
が

重
視
さ
れ
た
。
先
学
の
井
上
以
智
為
氏
や
山
田
勝
芳
氏
に
よ
る
と
、

一
つ
は
地
安
門
外
西
の
通
稱
白
馬
廟
と
い
う
関
羽
廟
で
関
羽
が
帝

国
の
㝡
高
の
武
神
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
も
う

一
つ
は
正
陽
門
の
歬
に
あ
る
通
稱
⺼
城
廟
と
い
う
関
羽
廟
で
関
羽

が
後
に
財
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。
た
だ
し
、

祀
典
に
於
い
て
は
関
羽
は
従
来
通
り
の
「
漢
寿
亭
侯
」
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

永
楽
以
後
、
洪
煕
・
宣
徳
・
正
統
・
景
泰
・
天
順
・
成
化
・
弘

治
と
続
く
朙
朝
に
於
い
て
、
関
羽
へ
の
関
わ
り
に
目
立
っ
た
動
き

は
指
摘
さ
れ
な
い
。
朙
代
中
期
に
入
り
正
徳
期
を
経
て
、
嘉
靖
期

に
至
る
と
、
関
羽
の
爵
位
は
「
漢
の
寿
亭
侯
」
と
い
う
侯
爵
で
は

な
く
、「
漢
寿
の
亭
侯
」
と
い
う
も
っ
と
下
級
の
官
位
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
を
是
正
す
る（

（
（

。

そ
し
て
、
隆
慶
期
を
経
て
万
暦
期
に
至
る
と
、
內
憂
外
患
の
国

難
に
あ
っ
て
、
朙
朝
の
関
羽
へ
の
尊
崇
は
い
よ
い
よ
高
ま
り
、
関

羽
は
皇
帝
の
位
を
有
す
る
「
関
帝
」
と
な
っ
た
。
祀
典
に
於
い
て

関
羽
が
正
式
に
帝
号
に
改
め
ら
れ
た
の
は
、
万
暦
期
の
後
の
天
諬

期
で
あ
っ
た（

（
（

。

こ
う
し
た
朙
朝
の
祠
廟
政
策
の
中
で
、
地
方
や
民
閒
に
於
い
て

は
関
羽
は
如
何
に
信
仰
さ
れ
た
の
か
。
朙
代
の
関
羽
信
仰
は
、
そ

の
信
仰
史
の
中
で
関
帝
が
誕
生
す
る
劇
的
な
変
革
期
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
記
録
を
読
み
解
い
た
先
行
研
究
は
意
外
に
多
く
は

な
い（

（
（

。
朙
代
の
関
羽
信
仰
専
論
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
顏
淸
洋

『
関
公
全
伝
』
の
よ
う
に
六
百
頁
も
の
大
作
で
関
羽
信
仰
全
般
を

取
り
扱
う
中
で
、
朙
代
の
部
分
も
精
査
し
て
い
る
研
究
も
あ
る（

（
（

。

顏
氏
の
研
究
は
、
幅
広
く
資
料
を
集
め
て
様
々
な
⻆
度
か
ら
朙
代

の
関
羽
信
仰
を
描
き
出
し
て
い
る
点
は
秀
逸
で
あ
る
が
、
提
示
さ

れ
た
個
別
の
事
𧰼
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
な
い
点
は
惜
し

む
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
朙
代
の
関
羽
信
仰
の
研
究
史
に
対
し
、
本
稿
は

次
の
よ
う
に
問
題
提
起
す
る
。

一
つ
に
は
、
朙
朝
と
い
う
国
家
レ
ベ
ル
で
の
関
羽
の
位
置
附
け

で
あ
る
。
歬
述
の
よ
う
に
、
関
羽
は
洪
武
期
の
「
漢
寿
亭
侯
」
か

ら
、
永
楽
期
に
国
家
の
㝡
高
武
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
万
暦
末
期
に



朙
代
中
期
の
関
羽
信
仰

二
三

「
協
天
大
帝
」
や
「
三
界
伏
魔
大
帝
」
と
い
う
帝
号
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
洪
武
か
ら
万
暦
に
至
る
ま
で
二
百
年
も
の
年

⺼
が
経
つ
が
、
そ
の
閒
の
朙
朝
に
於
け
る
関
羽
へ
の
対
応
は
如
何

で
あ
っ
た
の
か
。
朙
朝
全
体
の
祠
廟
政
策
を
論
じ
た
も
の
に
は
す

で
に
浅
井
紀
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
が（

（
（

、
関
羽
に
特
化
し
た
分

析
と
朙
代
を
通
じ
た
関
羽
へ
の
視
点
が
必
要
と
考
え
る
。
い
わ
ば
、

封
号
問
題
を
中
心
と
し
て
、
朙
朝
が
関
羽
を
如
何
に
位
置
附
け
た

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
（【
表
一
】
参
照
）。

も
う
一
つ
に
は
、
朙
朝
が
祠
廟
政
策
で
関
羽
を
規
定
す
る
中
で
、

地
方
や
民
閒
に
於
け
る
関
羽
信
仰
の
実
状
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

の
か
。
地
方
志
や
文
集
雑
記
に
基
づ
く
個
別
の
関
羽
信
仰
の
事
例

の
解
析
で
あ
る
。
淸
代
の
関
羽
信
仰
を
描
い
た
太
田
出
氏
が
、
朙

代
の
「
関
羽
信
仰
の
あ
り
方
に
は
不
朙
な
部
分
が
少
な
く
な
い
」

と
述
べ
る
よ
う
に（

（1
（

、
朙
代
の
関
羽
信
仰
の
解
朙
に
は
、
従
来
の
研

究
成
果
に
加
え
、
上
記
に
提
起
し
た
総
体
的
枠
組
み
の
再
構
築
と

個
別
事
𧰼
の
具
体
的
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
冐
頭
の
後
者
の
視
点
に
立
ち
、
朙
代
中
期

に
活
躍
し
た
官
僚
呂
柟
の
記
録
を
取
り
上
げ
る
。
上
記
の
問
題
提

起
に
於
い
て
、
官
僚
は
祠
廟
政
策
を
発
信
す
る
国
家
と
そ
れ
を
受

け
止
め
な
が
ら
独
自
の
信
仰
形
態
を
み
せ
る
地
方
・
民
閒
を
つ
な

ぐ
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。
呂
柟
は
学
問
に
す
ぐ
れ
、
成
化
・
弘

治
・
正
徳
・
嘉
靖
の
朙
代
中
期
の
時
代
を
生
き
、
陝
西
の
地
方
都

市
か
ら
北
京
の
中
央
官
僚
へ
と
頭
⻆
を
あ
ら
わ
し
た
当
時
の
大
物

官
僚
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
山
西
解
州
へ
の
左
迁
か
ら
南
京
へ
の

復
帰
と
、
官
僚
と
し
て
浮
き
沈
み
が
あ
る
中
で
、
呂
柟
は
関
羽
信

仰
と
如
何
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。
呂
柟
の
記
録
と
そ
れ
に
派

生
す
る
記
録
を
辿
る
こ
と
こ
そ
、
ま
さ
に
官
僚
か
ら
み
た
当
時
の

関
羽
信
仰
の
様
相
を
如
実
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ

の
呂
柟
と
関
羽
信
仰
の
関
わ
り
に
特
化
し
、
朙
代
中
期
の
関
羽
信

仰
の
一
側
面
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

〈
第
一
章
〉
呂
柟
と
関
羽
信
仰

二
〇
二
〇
年
、
三
晉
出
版
社
よ
り
（
朙
）
呂
柟
撰
『
義
勈
武
安

王
関
公
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
線
装
四
巻
二
册
か
ら
成
る
本
書
は
、

美
国
哈
佛
大
学
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
哈
佛
燕
京
図
書
館
中
文
善

本
特
蔵
部
所
蔵
の
影
印
本
で
、
巻
首
に
は
「
哈
佛
大
学
漢
和
図
書
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二
四

館
珍
蔵
印
」
が
あ
る（

（1
（

。
先
行
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
「
関
帝
文
献（

（1
（

」

の
中
に
呂
柟
撰
『
義
勈
武
安
王
集
』
六
巻
が
示
さ
れ
て
き
た
が
、

現
代
に
於
い
て
は
入
手
閱
覧
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
本
書
の

刊
行
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
撰
者
の
呂
柟
と
『
義
勈
武
安
王
集
』
の

具
体
的
検
討
に
入
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

呂
柟
が
生
き
た
朙
代
中
期
は
、
朙
の
祀
典
で
は
関
羽
へ
の
王
号

を
や
め
て
「
漢
寿
亭
侯
」
と
し
て
祀
る
よ
う
に
定
め
て
い
た
。
し

か
し
、
地
方
の
多
く
の
関
羽
廟
で
は
「
関
王
廟
」
や
「
義
勈
武
安

王
廟
」
と
し
て
王
の
尊
号
を
つ
け
て
関
羽
を
祀
っ
て
い
た
。
地
方

に
於
い
て
は
依
然
と
し
て
王
号
を
奉
じ
て
関
羽
を
祀
る
廟
が
殆
ど

で
あ
っ
た（

（1
（

。

そ
し
て
、
関
羽
の
生
ま
れ
故
鄕
出
身
の
山
西
商
人
が
中
華
全
土

へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ
、
同
時
に
故
鄕
の
守
り
神
と
し
て
の
関
羽

へ
の
信
仰
も
広
が
っ
て
い
く
。
ま
た
『
三
国
演
義
』
や
三
国
戯
が

庶
民
の
閒
で
流
行
す
る
。
主
君
の
た
め
の
忠
義
の
人
で
あ
る
関
羽
、

敵
将
を
討
ち
取
る
圧
倒
的
「
武
」
を
魅
せ
る
関
羽
の
役
割
が
人
々

へ
と
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
関
羽
を
顕
彰
す
る
「
関
帝
文

献
」
も
こ
の
朙
中
期
以
後
に
相
次
い
で
で
き
上
が
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
う
け
て
、『
義
勈
武
安
王
集
』
撰
者
の
呂
柟

と
彼
が
生
き
た
時
代
と
活
動
し
た
地
域
に
着
目
し
、
時
系
列
に

沿
っ
て
考
察
す
る
。

［
一
］
武
宗
正
徳
期
の
関
羽
信
仰

呂
柟
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
米
文
科
氏
に
よ
る
史
料
を
用
い
た

詳
細
な
評
伝
が
あ
る（

（1
（

。
米
氏
の
評
伝
の
年
譜
を
参
考
に
、
呂
柟
の

生
涯
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

呂
柟
（
一
四
七
九
―
一
五
四
二
）
は
、
成
化
十
五
年
（
一
四
七
九
）

陝
西
の
高
陵
県
に
生
ま
れ
た
。
初
め
は
、
字
を
大
棟
と
言
い
、
後

に
仲
木
と
改
め
た
。
涇
野
と
号
し
た
の
で
、
涇
野
子
及
び
涇
野
先

生
の
呼
び
名
で
知
ら
れ
、
或
い
は
文
簡
と
い
う
謚
も
あ
る
。
呂
柟

の
一
族
は
周
の
太
公
望
呂
尙
の
後
裔
と
名
乗
っ
て
い
た
。
呂
柟
は

十
二
才
で
学
校
に
入
り
、
十
三
才
で
県
学
の
敎
諭
高
儔
よ
り
学
ん

だ
。
十
七
、
十
八
才
の
頃
、
夜
に
学
者
と
し
て
大
儒
で
あ
る
程
顥

と
呂
祖
謙
を
夢
に
み
て
、
い
よ
い
よ
学
問
に
打
ち
込
ん
で
い
く
。

こ
の
閒
に
鄕
里
の
近
い
三
原
の
馬
理
ら
と
学
問
を
通
じ
て
親
交
を

結
び
、
正
徳
三
年
（
一
五
〇
八
）
三
十
才
の
時
、
進
士
に
首
席
で
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二
五

合
格
し
、
翰
林
院
修
撰
を
授
け
ら
れ
、
官
僚
に
学
問
を
講
義
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
宦
官
の
劉
瑾
は
、
陝

西
の
興
平
県
の
出
身
で
、
鄕
里
の
近
い
呂
柟
を
徒
党
に
引
き
込
も

う
と
し
た
。
呂
柟
は
こ
れ
に
逆
ら
い
、
そ
れ
が
た
め
に
劉
瑾
の
恨

み
を
買
い
、
二
年
後
の
正
徳
五
年
（
一
五
一
〇
）
三
十
二
才
の
時
、

病
と
稱
し
て
鄕
里
に
帰
り
、
そ
の
後
は
近
隣
出
身
の
陝
西
武
功
県

の
康
海
や
鄠
県
の
王
九
思
ら
と
交
流
し
た
。
劉
瑾
が
大
逆
罪
に
よ

り
誅
殺
さ
れ
る
と
、
呂
柟
は
官
に
復
し
た
。

こ
の
時
期
の
関
羽
信
仰
と
し
て
、
先
に
名
が
挙
が
っ
た
三
原
の

馬
理
（
一
四
七
四
―
一
五
五
六
、
正
徳
九
年
の
進
士
）
と
呂
柟
、
そ

し
て
朙
代
よ
り
後
世
の
「
関
帝
文
献
」
に
記
載
が
あ
る
。

【
史
料
一
】
馬
理
「
河
東
盬
池
重
建
忠
勈
武
安
王
神
廟
記（

（1
（

」

（
山
西
）
河
東
の
池
神
廟
の
東
に
は
古
え
か
ら
関
王
の
神
廟

が
あ
る
。
関
王
の
旧
号
は
義
勈
武
安
王
で
あ
る
。
我
が
朙
朝

の
正
徳
年
閒
（
一
五
〇
六
―
一
五
二
一
）
に
、
武
宗
皇
帝
は

忠
勈
武
安
王
と
改
め
た
。

【
史
料
二
】
呂
柟
「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記（

（1
（

」

武
宗
正
徳
帝
が
（
寧
王
朱
宸
濠
の
乱
に
）
南
巡
し
た
際
に
、

南
京
燕
子
磯
の
関
羽
廟
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
時
、

武
宗
は
関
羽
廟
が
手
狭
で
あ
る
こ
と
を
恥
じ
、
ま
た
廟
が
傾

き
破
れ
て
い
る
こ
と
を
憐
れ
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
南
京
守
備

の
太
監
の
黄
公
は
、
宦
官
た
ち
に
呼
び
か
け
て
資
金
を
寄
捨

し
て
修
理
し
、
廟
は
今
は
じ
め
て
光
り
輝
き
広
々
と
し
て
お

り
、
神
の
居
ま
す
所
と
な
っ
た
。

【
史
料
三
】『
関
帝
図
誌
全
集
』
巻
三
・
封
爵
考（

（1
（

①
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
己
巳
、
廟
に
忠
武
と
賜
っ
た
。

そ
の
廟
は
興
平
県
馬
嵬
鎮
に
あ
る（

（1
（

。

②
燕
子
磯
廟
は
か
つ
て
の
都
城
の
北
、
江
滸
の
磯
頭
西
向
き

に
あ
る
。
思
う
に
唐
か
ら
こ
の
廟
は
あ
る
。
武
宗
正
徳
庚
辰

（
十
五
年
、
一
五
二
〇
）、
武
宗
正
徳
帝
は
南
征
し
て
寧
王
の

乱
を
寧
ん
じ
、
関
羽
廟
の
下
に
お
越
し
に
な
ら
れ
、「
こ
の

廟
は
作
り
が
手
狭
で
あ
っ
て
、
関
羽
の
威
霊
を
安
置
す
る
の

に
十
分
で
は
な
い
」
と
仰
っ
た
。
そ
こ
で
南
京
守
備
太
監
黄
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偉
に
勅
し
て
、
廟
の
門
宇
を
広
く
し
、
亭
の
う
て
な
を
増
餝

し
、
軒
廊
を
広
々
と
し
て
、
大
い
に
壮
麗
と
な
っ
た（

（2
（

。

【
史
料
一
】
で
は
、
武
宗
は
そ
の
治
世
に
関
羽
を
忠
勈
武
安
王

と
改
め
た
と
い
う
。

【
史
料
二
】
と
【
史
料
三
】
②
で
は
、
武
宗
が
寧
王
の
乱
鎮
圧

に
南
京
に
赴
い
た
際
に
、
景
勝
地
の
燕
子
磯
の
関
羽
廟
に
立
ち

寄
っ
た
。
こ
の
関
羽
廟
は
地
方
志
に
名
が
見
え
ず
、
祀
典
に
載
っ

て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
武
宗
の
訪
問
を
契
機
に
、
手

狭
で
あ
っ
た
当
地
の
関
羽
廟
を
広
々
と
し
た
も
の
に
作
り
か
え
た

と
い
う
。
武
宗
に
よ
る
南
京
燕
子
磯
関
羽
廟
の
修
繕
は
、
呂
柟
と

同
時
代
人
の
顧
璘
「
重
修
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
記（

（2
（

」
か
ら
も
同
様

の
記
載
が
窺
え
る
。

ま
た
【
史
料
三
】
①
で
は
、
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）、
興
平

県
馬
嵬
鎮
の
関
羽
廟
に
忠
武
と
額
を
賜
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
武
宗
正
徳
期
に
は
、
皇
帝
が
関
羽
を
王
に
改

め
た
り
、
地
方
の
関
羽
廟
に
賜
額
し
廟
の
改
築
を
示
唆
し
た
史
料

が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
歬
者
は
祀
典
に
於
い
て
関
羽
は
や
は
り

「
漢
寿
亭
侯
」
の
ま
ま
で
あ
り
、
後
者
の
興
平
県
馬
嵬
鎮
や
南
京

燕
子
磯
の
関
羽
廟
は
、
以
後
の
関
羽
信
仰
に
於
い
て
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
武
宗
の
関
羽
信
仰
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
関
羽
へ
の
封
号

に
つ
い
て
は
、
本
稿
主
題
の
呂
柟
が
関
羽
信
仰
と
関
わ
る
以
歬
の

話
で
あ
り
、
ま
だ
追
加
史
料
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
今
後
の

課
題
と
す
る
。

［
二
］
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
の
出
来
事

武
宗
正
徳
帝
の
次
の
世
宗
嘉
靖
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
嘉
靖
三

年
（
一
五
二
四
）
呂
柟
が
四
十
六
才
の
時
、
嘉
靖
帝
の
即
位
を
問

題
と
す
る
大
礼
の
議
に
大
い
に
意
見
し
、
そ
れ
が
た
め
に
呂
柟
は

帝
の
不
興
を
買
い
、
中
央
よ
り
左
迁
さ
れ
て
山
西
の
解
州
に
任
官

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
解
州
の
地
で
呂
柟
は
河
東
巡
按
御
史

の
初
杲
と
知
り
合
う
。

初
杲
は
、
字
を
諬
昭
と
言
い
、
內
浜
と
号
し
、
湖
北
の
潜
江
県

の
人
で
あ
る
。
正
徳
十
六
年
（
一
五
二
一
）
の
進
士
で
あ
り
、
嘉

靖
四
年
（
一
五
二
五
）
頃
に
は
河
東
に
巡
按
し
て
い
た
（
㝡
終
的
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に
初
杲
の
官
は
雲
南
参
政
に
至
っ
て
い
る
）。
呂
柟
と
縁
が
で
き
た

の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
以
下
、
初
杲
と
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け

に
、
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
の
呂
柟
と
関
羽
信
仰
に
つ
い
て
時

系
列
に
辿
っ
て
い
く（

（2
（

。

嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
は
、
呂
柟
が
四
十
七
才
の
時
で
あ
る
。

こ
の
年
、
解
州
知
州
の
林
元
叙
は
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
を
刊

行
す
べ
く
、
同
年
三
⺼
に
序
文
を
書
い
て
い
る（

（2
（

。
と
こ
ろ
が
、
同

年
四
⺼
十
三
日
、
解
州
知
州
の
林
元
叙
が
逝
去
し
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
、
急
遽
、
呂
柟
が
解
州
知
州
の
代
役
と
な
り
、
民
衆
を
慰
撫

し
て
、
解
州
の
労
役
を
軽
減
し
、
農
業
を
奨
励
し
、
水
利
を
興
し
、

塩
池
へ
の
堤
防
を
築
き
、
あ
わ
せ
て
民
閒
の
優
秀
な
子
弟
を
選
ん

で
解
梁
書
院
に
入
れ
『
小
学
』
の
儀
を
学
習
さ
せ
、『
藍
田
呂
氏

鄕
約
』
と
『
朱
子
家
礼
』
を
講
じ
、
孝
子
・
義
士
・
節
婦
を
表
彰

し
た
た
め
、
士
民
は
お
の
お
の
生
業
に
安
ん
じ
た
と
い
う（

（2
（

。

こ
の
時
の
呂
柟
の
肩
書
き
は
解
州
判
官
で
あ
っ
た
。
同
年
秋
七

⺼
に
、
呂
柟
は
先
の
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
に
林
元
叙
に
重
ね
て

序
文
を
書
い
て
い
る（

（2
（

。

同
年
冬
十
⺼
に
は
、
呂
柟
は
『
義
勈
武
安
王
集
』
六
巻
を
完
成

さ
せ
た
。『
三
国
志
』
関
羽
伝
に
、
関
羽
は
河
東
郡
解
県
の
人
と

あ
る
よ
う
に
、
解
州
の
地
は
関
羽
の
出
身
地
で
関
羽
の
廟
が
あ
り
、

い
わ
ば
関
羽
信
仰
の
垩
地
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
い
つ
の

頃
か
ら
か
解
州
の
任
に
つ
い
た
も
の
は
関
羽
の
廟
を
修
理
し
た
り
、

関
羽
を
稱
え
る
詩
文
や
記
を
残
し
て
い
る
。
呂
柟
は
そ
れ
ら
を
ま

と
め
て
『
義
勈
武
安
王
集
』
と
し
た
の
で
あ
る
。
呂
柟
自
ら
の
序

文
に
そ
の
事
情
を
述
べ
る
。

【
史
料
四
】
呂
柟
「
義
勈
武
安
王
集
序（

（2
（

」

①
関
王
に
関
す
る
文
献
集
は
、
元
朝
の
末
期
に
巴
郡
の
胡
琦

が
編
纂
板
刻
し
、『
関
王
事
蹟
』
と
名
づ
け
た
。
朙
朝
の
解

州
知
州
に
な
っ
た
者
は
、
相
次
い
で
二
度
三
度
と
『
関
王
事

蹟
』
を
補
訂
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
、
版
本
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ

で
判
読
し
づ
ら
く
、
文
字
に
は
欠
落
や
誤
謬
が
あ
っ
て
、

『
関
王
事
蹟
』
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
。
近
頃
、
私
呂
柟
は
『
解
州
志
』
を
編
纂
し
て
関
王
に
つ

い
て
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
集
め
、
ひ
そ
か
に
関
王

（
に
関
す
る
）
文
献
集
を
校
正
板
刻
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
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そ
れ
が
で
き
な
い
で
い
た（

（2
（

。

②
（
湖
北
）
潜
江
の
初
公
（
初
杲
）
と
い
う
人
物
が
、
こ
の

解
州
の
地
を
巡
按
し
た
際
に
、
私
に
関
王
文
献
集
を
刊
行
す

る
依
頼
を
し
て
き
た（

（2
（

。

③
そ
の
際
に
民
の
財
源
を
消
耗
し
て
民
力
を
損
な
う
こ
と
は
、

関
王
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
た
め
、
関
王
へ
の
線
香
や
灯

朙
の
余
剰
の
資
金
に
よ
っ
て
刊
行
の
費
用
を
ま
か
な
っ
た（

（2
（

。

④
こ
う
し
て
私
呂
柟
は
、
よ
う
や
く
関
王
文
献
集
に
対
し
て
、

文
章
を
つ
く
り
、
冗
長
な
も
の
を
裁
ち
、
欠
落
す
る
も
の
を

補
い
、
あ
る
い
は
蜀
の
記
録
や
本
伝
史
書
に
附
き
合
わ
せ
、

旣
刊
の
『
当
陽
志
』
に
目
を
通
し
、
関
王
出
身
地
の
常
平
里

を
た
ず
ね
、
関
王
文
献
集
お
よ
そ
六
巻
が
完
成
し
た（

（3
（

。

⑤
嘉
靖
乙
酉
（
四
年
（
一
五
二
五
））
冬
十
⺼ 

後
学 
高
陵
の

涇
野 

呂
柟
撰（

（3
（

呂
柟
の
刊
行
事
業
は
、
関
羽
信
仰
史
に
於
い
て
画
期
的
な
出
来

事
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
刊
行
事
業
ま
で
は
、
元
の
胡

琦
に
よ
る
『
関
王
事
蹟
』
が
歴
代
の
関
羽
に
関
す
る
文
献
を
収
集

し
た
基
礎
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
版
本
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
判
読
困

難
な
も
の
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
呂
柟
が
校
正
し
増
補

し
再
編
集
し
た
こ
と
で
、
胡
琦
の
『
関
王
事
蹟
』
の
內
容
は
現
在

に
伝
わ
り
、
呂
柟
の
『
義
勈
武
安
王
集
』
が
胡
琦
の
『
関
王
事

蹟
』
と
合
わ
せ
て
関
羽
に
関
す
る
文
献
集
の
基
礎
と
な
っ
て
い
っ

た
。そ

し
て
、
歬
述
の
よ
う
に
朙
朝
の
規
定
で
は
、
関
羽
は
本
来

「
漢
寿
亭
侯
」
と
し
て
祀
る
べ
き
で
あ
る
が
、
呂
柟
の
文
献
集
で

は
、
関
羽
は
王
、「
義
勈
武
安
王
」
と
し
て
記
載
す
る
。
い
わ
ば
、

呂
柟
は
当
地
の
関
羽
信
仰
の
実
態
を
受
け
止
め
、
そ
の
ま
ま
書
名

に
反
映
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
年
（
一
五
二
五
）
十
⺼
の
『
義
勈
武
安
王
集
』
の
刊
行
後
、

十
二
⺼
に
先
述
の
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
が
刊
行
さ
れ
た（

（3
（

。
こ
の

嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
は
、
呂
柟
と
関
羽
信
仰
に
於
い
て
大
き

な
転
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

［
三
］
呂
柟
の
動
機

【
史
料
四
】
①
の
よ
う
に
、
呂
柟
は
『
解
州
志
』
を
編
纂
し
て
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九

関
王
の
伝
記
を
ま
と
め
、
ひ
そ
か
に
関
羽
の
文
献
集
を
校
正
板
刻

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
で
い
た
。
そ
こ
へ

②
の
よ
う
に
、
河
東
巡
按
御
史
の
初
杲
の
依
頼
が
あ
り
、
呂
柟
は

渡
り
に
船
で
あ
る
か
の
よ
う
に
『
義
勈
武
安
王
集
』
を
刊
行
す
る
。

そ
の
刊
行
に
は
、
当
然
呂
柟
が
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
の
編
纂

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
影
响
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
杲
か
ら
の
依

頼
以
歬
に
呂
柟
が
考
え
て
い
た
よ
う
に
、
呂
柟
は
そ
も
そ
も
関
羽

に
関
す
る
文
献
集
の
刊
行
に
能
動
的
で
あ
っ
た
。
刊
行
に
は
如
何

な
る
背
景
が
あ
る
の
か
。
呂
柟
の
動
機
を
探
る
た
め
、
呂
柟
の
鄕

里
で
あ
る
陝
西
の
高
陵
県
で
の
記
載
を
辿
っ
て
い
く
。

【
史
料
五
】［
嘉
靖
］『
高
陵
県
志
』
巻
二
・
祠
廟
・
義
勈
武

安
王
廟（

（3
（

①
関
羽
神
の
刀
は
重
さ
百
斤
、
元
の
至
大
四
年
（
一
三
一
一
）

涇
野
子
（
呂
柟
）
の
遠
祖
で
あ
る
諱
は
世
昌
及
び
夫
人
の
李

氏
が
鋳
造
さ
せ
た（

（3
（

。

②
弘
治
年
閒
の
初
め
頃
、
社
人
が
重
修
し
、
敎
諭
の
高
儔
先

生
が
記
を
撰
し
た
。【
…
中
略
…
】

弘
治
四
年
（
一
四
九
一（

（3
（

）。

【
史
料
五
】
は
呂
柟
の
生
ま
れ
故
鄕
で
あ
る
陝
西
の
高
陵
県
の

地
方
志
で
あ
る
。
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
五
⺼
、
呂
柟
が
六

十
三
才
の
時
に
こ
の
［
嘉
靖
］『
高
陵
県
志
』
を
撰
し
て
い
る
。

①
は
関
羽
神
の
持
っ
て
い
る
刀
は
、
元
の
至
大
四
年
（
一
三
一

一
）
に
撰
者
呂
柟
（
涇
野
は
呂
柟
の
号
）
の
遠
祖
で
あ
る
呂
世
昌

と
そ
の
夫
人
の
李
氏
が
鋳
造
さ
せ
、
そ
の
持
ち
手
に
銘
が
あ
る
と

い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
か
ら
二
百
年
以
上
歬
の
呂
柟
の
遠
祖
が

関
羽
像
の
刀
の
鋳
造
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

呂
柟
一
族
が
以
歬
よ
り
鄕
里
の
高
陵
県
に
於
い
て
関
羽
信
仰
と
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
②
は
高
陵
県
の
敎
諭
高
儔
が
関
羽
廟
の
記
を
撰
し
て
い
た

と
い
う
。
高
儔
と
言
え
ば
、
歬
記
の
如
く
呂
柟
が
十
三
才
の
時
、

学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
師
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
呂
柟
は
鄕
里
に
於
い
て
、
関
羽
信
仰
を
受
け
入
れ
る

素
地
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
自
身
の
遠
祖
が
、
そ
し
て
恩

師
が
関
わ
っ
た
関
羽
へ
の
尊
崇
を
呂
柟
が
受
け
入
れ
る
こ
と
は
自
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然
の
流
れ
で
あ
る
と
言
え
る（

（3
（

。

〈
第
二
章
〉�

嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
以
後
の�

呂
柟
と
関
羽
信
仰

こ
の
よ
う
に
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）、『
義
勈
武
安
王
集
』
と

［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
を
撰
し
た
呂
柟
は
、
嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）

四
十
九
才
の
時
、
解
州
判
官
か
ら
南
京
吏
部
功
郎
中
に
転
じ
、
柳

湾
精
舍
に
て
学
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
呂
柟
は
こ
れ
で
関
羽

信
仰
と
の
関
わ
り
を
終
え
る
こ
と
な
く
、
以
後
も
持
ち
続
け
た
。

先
の
年
譜
に
よ
る
と
、
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）、
呂
柟
が
五

十
才
の
時
、
王
光
祖
（
字
克
孝
）
が
解
州
か
ら
南
京
に
至
り
、
継

続
し
て
呂
柟
か
ら
学
問
を
学
ん
だ
と
い
う（

（3
（

。
こ
の
時
の
記
録
が
呂

柟
「
送
王
克
孝
還
解
州
序
」
で
あ
り（

（3
（

、
王
光
祖
に
つ
い
て
の
記
録

が
【
史
料
六
】
④
の
記
載
に
重
な
る
た
め
、【
史
料
六
】
は
嘉
靖

七
年
（
一
五
二
八
）
の
記
録
と
言
え
る
。
こ
の
【
史
料
六
】
に
関

羽
信
仰
の
記
載
が
あ
る
。

【
史
料
六
】
呂
柟
「
重
修
二
忠
祠
記（

（3
（

」

①
二
忠
と
は
、
漢
の
関
雲
長
（
関
羽
）、
張
懿
徳
（
張
飛
）
で

あ
る
。（
三
国
蜀
の
）
先
主
劉
玄
徳
は
彼
ら
と
桃
園
で
義
を

結
び
、
兵
を
起
こ
し
て
賊
を
討
ち
、
漢
室
を
復
興
し
た
。
志

は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
義
は
立
て
ら
れ
た
の
で
、「
二
忠
」

と
い
う
。
そ
の
祠
は
解
州
人
の
義
官
王
某
が
土
地
を
寄
捨
し

て
建
て
、
そ
の
孫
の
登
州
府
経
歴
王
守
春
が
財
產
を
寄
捨
し

て
重
修
し
た
も
の
で
あ
る（

（4
（

。

②
そ
し
て
雲
長
と
は
解
州
の
長
平
里
の
人
で
あ
る
。
志
は

（
魏
吳
の
）
二
賊
を
殲
滅
し
、
威
は
中
華
全
土
を
振
る
わ
せ
た
。

歿
し
て
か
ら
は
、
天
下
後
世
の
人
々
が
神
と
な
し
、
室
を

作
っ
て
祀
り
屋
を
作
っ
て
祈
り
、
解
州
の
人
は
雲
長
に
つ
か

え
て
慇
懃
で
あ
っ
た
。
私
呂
柟
が
解
州
で
判
官
で
あ
っ
た
時
、

か
つ
て
関
羽
の
事
績
を
編
纂
し
『
義
勈
集
』
と
言
い
、
世
に

流
通
し
て
い
る
。
た
だ
懿
徳
は
万
人
に
匹
敵
す
る
と
は
い
っ

て
も
、
た
と
え
ば
魏
将
の
張
郃
を
破
っ
て
巴
西
を
安
ん
じ
た

よ
う
に
、
功
績
は
益
州
に
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
蜀
で
神
の

よ
う
な
力
を
発
揮
し
た（

（4
（

。

③
解
州
の
人
が
関
羽
と
張
飛
を
合
祀
す
る
と
、
こ
れ
を
疑
問
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に
思
う
人
が
い
た
。
そ
こ
で
「
懿
徳
は
、
雲
長
の
友
で
あ
る
。

思
う
に
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
忠
を
成
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て

き
た
者
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
地
理
の
遠
近
や
名
声
の
大
小
で

わ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
懿
徳
が
い
な
け
れ
ば
、

雲
長
の
衜
は
あ
る
い
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
雲
長
が
い
な
け
れ
ば
、
懿
徳
の
勈
は
あ
る
い
は
こ
れ
ほ

ど
朙
ら
か
で
久
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
王
氏
は
合
わ
せ

て
関
羽
と
張
飛
を
祀
り
、
そ
れ
が
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
は
、
不
義
を
勧
め
不
忠
を
戒
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
ろ
う
」
と
私
は
反
論
し
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

④
周
囲
は
し
き
が
わ
ら
で
、
坊
が
そ
の
歬
に
あ
り
、
石
で
柱

を
つ
く
り
、
費
用
は
す
べ
て
府
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
太
学
生
王
光
祖
と
い
う
弟
子
が
お
り
、
か
つ
て
解
梁
書

院
に
て
私
呂
柟
に
師
事
し
て
お
り
、
周
（
周
敦
頤
）・
程
（
程

顥
・
程
頤
）・
張
（
張
載
）・
朱
（
朱
熹
）
の
学
を
修
め
て
い
た
。

近
頃
、
私
呂
柟
が
南
京
に
官
を
改
め
る
と
、
黄
河
に
船
を
浮

か
べ
、
長
江
を
渡
り
、
鷲
峯
東
所
に
て
光
祖
は
私
に
仕
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。（
光
祖
が
当
地
に
）
帰
る
際
に
は
、
こ
の
記

に
執
筆
を
願
い
、「
こ
の
記
へ
の
執
筆
は
我
が
父
祖
の
志
で

あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

祠
は
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
の
夏
（
四
―
六
⺼
）
に
落
成

し
た（

（4
（

。

【
史
料
六
】
で
は
、
解
州
を
離
れ
た
呂
柟
が
、
二
忠
祠
と
い
う

祠
廟
を
重
修
し
た
記
録
を
残
し
て
い
る
。
二
忠
と
は
、
蜀
漢
の
関

羽
と
張
飛
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
二
人
を
合
わ
せ
て
顕
彰
す
る
衜
理

を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
費
用
は
す
べ
て
府
か
ら
出
さ
れ
た
と

い
う
。

さ
ら
に
、
翌
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）、
呂
柟
は
再
び
関
羽
に

つ
い
て
の
文
章
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
呂
柟
が
南
京
の
燕
子

磯
に
初
め
て
遊
び
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
史
料
七
】
呂
柟
「
燕
子
磯
に
遊
ぶ
の
記（

（4
（

」

①
嘉
靖
己
丑
の
歲
（
一
五
二
九
）
三
⺼
㆛
辰
、
王
子
崇
は
陸

白
載
と
私
呂
柟
を
迎
え
て
一
緒
に
（
南
京
の
）
燕
子
磯
に
遊

ん
だ
。
思
う
に
こ
の
こ
と
を
図
っ
た
の
は
昨
年
の
秋
、
今
初
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め
て
当
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。【
…
中
略（

（4
（

…
】

②
一
杯
飮
み
終
え
て
、
燕
子
磯
に
徃
こ
う
と
し
た
。
王
子
崇

は
舟
の
漕
ぎ
手
二
人
を
呼
ん
で
、
舟
に
乗
っ
て
徃
き
、
舟
中

で
ま
だ
飮
酒
を
し
て
お
り
、
三
杯
に
な
ら
ず
し
て
観
音
港
に

至
り
、
舟
を
下
り
て
寿
亭
侯
廟
（
関
羽
廟
）
に
登
っ
た
。【
…

中
略
…
】
と
う
と
う
上
り
き
っ
て
寿
亭
侯
（
関
羽
）
に
拝
謁

し
た（

（4
（

。

嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
三
⺼
㆛
辰
、
呂
柟
が
五
十
一
才
の
時
、

王
子
崇
は
陸
白
載
と
呂
柟
の
三
人
で
、
南
京
の
名
勝
燕
子
磯
に
初

め
て
遊
び
に
行
き
、
燕
子
磯
の
寿
亭
侯
廟
（
関
羽
廟
）
に
の
ぼ
っ

て
み
た
。
そ
こ
で
衜
士
か
ら
関
羽
廟
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
を

聞
い
た
。
こ
の
時
の
呂
柟
は
、
燕
子
磯
訪
問
の
つ
い
で
に
関
羽
廟

に
行
っ
た
程
度
で
あ
り
、
こ
の
文
章
も
そ
の
紀
行
文
の
一
部
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
年
後
、
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
に
、
呂

柟
は
再
び
燕
子
磯
の
関
羽
廟
を
訪
れ
、
今
度
は
関
羽
廟
の
た
め
に

記
を
撰
し
て
い
る
。
先
の
【
史
料
二
】
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

先
の
【
史
料
二
】
呂
柟
撰
「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記（

（4
（

」

①
私
呂
柟
は
か
つ
て
二
度
目
の
南
京
の
燕
子
磯
に
至
り
、
関

王
の
祠
廟
を
燕
子
磯
の
巓
に
拝
謁
し
た
。
関
王
の
廟
は
南
向

き
に
長
江
に
面
し
て
お
り
、
長
江
周
辺
の
山
々
の
景
勝
地
で

あ
っ
た
。
思
う
に
隋
唐
以
来
か
ら
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
歎
息
し
て
言
っ
た
、「
関
王
の
霊
は
こ
こ
に
安
ん
じ
て

い
る
も
の
だ
な
あ
。」

同
行
の
者
が
言
っ
た
、「
関
王
は
天
下
の
內
に
於
い
て
家
ご

と
に
祀
り
屋
ご
と
に
祈
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
安
ん

じ
て
い
る
と
い
う
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。」

呂
柟
は
言
っ
た
、「
関
王
は
生
れ
て
こ
の
か
た
、
漢
王
室
を

恢
復
す
る
志
が
あ
り
、
吳
を
兼
平
し
て
魏
を
討
伐
し
、
天
下

を
一
統
に
す
る
大
業
を
成
そ
う
と
し
た
。【
…
中
略（

（4
（

…
】

②
私
呂
柟
が
解
州
で
判
官
で
あ
っ
た
時
、
関
王
に
関
す
る
文

集
を
板
刻
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
略
文
で
言
っ
た
こ
と

に
は
、

漢
王
朝
の
末
世
に
当
た
り
、
先
主
劉
備
は
漢
の
皇
帝
の
冑
裔

で
あ
っ
て
、
漢
室
を
恢
復
す
る
志
が
あ
り
、
義
を
分
か
ち
誼
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を
結
ん
だ
。
諸
葛
孔
朙
は
隆
中
に
読
書
し
、
事
の
邪
正
を
諳

ん
じ
て
、
三
顧
の
礼
を
待
っ
て
身
を
起
こ
し
た
の
は
、
君
子

と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
関
王
の
実
家
は
解
梁

に
在
っ
て
、
卑
賤
か
ら
身
を
起
こ
し
た
。
そ
し
て
数
多
く
の

人
の
上
を
超
え
、
数
千
里
の
外
に
お
も
む
く
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
主
人
を
択
ん
で
仕
え
、
義
俠
心
を
抱
い
て
興
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
先
主
劉
備
の
恢
復
の
志
を
㝡
初
に
決
定
附
け
た

の
は
、
す
べ
て
関
王
の
お
か
げ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
天
性
の

気
高
さ
、
学
問
の
正
し
さ
は
、
兄
弟
の
順
序
を
顧
み
て
、
仲

閒
を
朙
ら
か
に
し
、
義
を
配
し
衜
を
与
え
、
勈
略
を
真
に
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る（

（4
（

。

③
孔
朙
は
馬
超
を
論
じ
た
際
に
、
関
王
を
黥
布
・
彭
越
の
上

に
推
し
、
絕
倫
と
目
し
た
。
ど
う
し
て
見
識
が
無
い
と
言
え

よ
う
か
。
そ
も
そ
も
人
と
し
て
実
直
で
あ
れ
ば
、
死
ん
だ
と

は
い
っ
て
も
生
き
て
い
る
。
人
と
し
て
実
直
で
な
け
れ
ば
、

生
き
て
い
て
も
死
ん
だ
も
同
然
で
あ
る
。
人
と
し
て
仁
で
あ

れ
ば
、
屈
し
て
も
栄
華
を
み
た
し
、
人
と
し
て
仁
で
な
け
れ

ば
、
栄
伸
に
み
え
て
も
侮
辱
に
み
ち
て
い
る
。
関
王
は
孔

子
・
孟
子
の
論
じ
る
直
仁
の
者
に
該
当
す
る
。
関
王
は
言
わ

れ
た
、「
日
は
天
の
上
に
在
り
、
心
は
人
の
內
に
在
り
」
と
。

後
に
関
王
の
心
を
観
よ
う
と
思
う
者
は
、
た
だ
天
上
の
日
を

観
る
べ
き
の
み
で
あ
る
。
関
王
の
顕
霊
は
天
地
に
通
じ
、
古

今
を
貫
い
て
い
る
。
こ
こ
に
安
ん
じ
て
い
る
と
い
う
の
も
言

い
尽
く
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。」
と
言
っ
て
（
呂
柟
は
①
の

「
関
王
は
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
」
か
ら
、
こ
こ
ま
で
の
言
葉
を
）

結
ん
だ
。

同
行
の
者
は
言
っ
た
、「
そ
の
通
り
で
す（

（5
（

。」

④
こ
の
時
、
衜
士
の
陳
永
淳
は
徒
弟
の
鄭
徳
臣
と
そ
ば
で
こ

の
話
を
聞
い
て
お
り
、
拝
し
て
言
っ
た
、「
関
王
の
廟
は
長

い
閒
こ
こ
に
建
っ
て
い
る
が
修
繕
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
…
中
略
…
】（
武
宗
正
徳
帝
の
南
巡
の
記
述
と
し
て
歬
出
）

碑
は
す
れ
て
し
ま
い
記
は
ま
だ
刻
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。」

当
時
、
同
行
し
て
い
た
者
は
歬
監
察
御
史
の
開
州 

王
溱
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
要
請
を
伝
え
て
、
そ
の
言
葉
を
写
し

て
附
し
た
の
で
あ
る
。
嘉
靖
辛
卯
（
十
年
、
一
五
三
一
）
の

中
秋
の
日
で
あ
っ
た（

（5
（

。
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【
史
料
二
】
は
、
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）、
呂
柟
が
五
十
三
才

の
時
、
同
行
者
で
あ
る
歬
監
察
御
史
の
王
溱
と
と
も
に
、
南
京
の

燕
子
磯
を
訪
れ
、
そ
の
時
に
義
勈
武
安
王
廟
、
す
な
わ
ち
関
羽
廟

を
訪
れ
て
記
を
撰
し
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
以
下
に
そ
の
構
成
を
述
べ

る
。①

で
述
べ
る
よ
う
に
、
呂
柟
に
は
二
度
目
の
燕
子
磯
訪
問
で
あ

り
、
同
行
者
の
王
溱
と
の
会
話
で
記
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
【
史
料
二
】
②
と
③
の
內
容
は
、
先
に
呂
柟
が
撰
し
た

【
史
料
四
】「
義
勈
武
安
王
集
序
」
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、【
史
料
四
】
の
④
と
⑤
の
閒
に
は
、
こ
の
【
史
料
二
】
の

②
と
③
が
そ
の
ま
ま
入
る
。
こ
の
【
史
料
二
】
②
と
③
の
文
章
こ

そ
、
呂
柟
に
於
け
る
関
羽
讚
美
の
核
心
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
二
】
④
で
は
「
衜
士
陳
永
淳
と
徒
弟
の
鄭
徳
臣
」
な
る

者
が
登
場
し
、
こ
の
関
王
廟
の
由
来
を
述
べ
て
い
る
。
衜
士
二
人

は
当
廟
の
管
理
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
関
羽
廟
は
官
と
の
関
係
が
希

薄
な
、
い
わ
ば
民
閒
の
関
羽
廟
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
燕

子
磯
の
関
羽
廟
は
「
隋
唐
自
り
以
来
之
有
り
」
と
は
い
え
（【
史

料
三
】
で
は
唐
よ
り
有
り
）、
応
天
府
（
南
京
）
の
祀
る
べ
き
祠
廟

を
記
載
し
た
［
万
暦
］『
応
天
府
志（

（5
（

』
に
は
そ
の
名
が
見
え
な
い
。

呂
柟
の
【
史
料
二
】
の
記
録
に
関
連
し
、
こ
の
燕
子
磯
の
関
羽

廟
は
、
先
の
（
朙
）
顧
璘
「
重
修
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
記
」
に
も

登
場
し
た
。
そ
こ
に
は
「
廟
の
歬
に
石
は
あ
る
が
文
字
が
無
い
。

衜
士
の
陳
永
淳
は
徒
弟
の
鄭
徳
臣
と
と
も
に
私
顧
璘
に
拝
謁
し
こ

の
記
を
つ
く
ら
せ
た
」
と
あ
り（

（5
（

、
や
は
り
衜
士
が
官
僚
に
碑
記
の

作
成
を
依
頼
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
顧
璘
は
関
羽
廟
を
「
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
」
と
記
し

て
い
る
。
朙
朝
の
祀
典
に
あ
る
「
漢
寿
亭
侯
」
で
は
な
く
、
こ
れ

も
関
羽
の
生
歬
の
官
職
で
あ
る
「
盪
寇
将
軍
」
と
見
な
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
は
下
り
、
朙
末
淸
初
の
王
士
禛
（
一
六
三
四
―
一

七
一
一
、
順
治
十
五
年
の
進
士
）
が
「
燕
子
磯
に
登
る
の
記
」
に
於

い
て
「
磯
の
上
に
祠
が
あ
り
、
漢
寿
亭
侯
を
祀
っ
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も（

（5
（

、
当
地
の
関
羽
廟
は
「
漢
寿
亭

侯
」
と
す
る
の
が
、
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事

実
、
呂
柟
に
於
い
て
も
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
の
【
史
料
七
】

「
燕
子
磯
に
遊
ぶ
の
記
」
で
の
初
見
で
は
関
羽
廟
を
「
寿
亭
侯
廟
」
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と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
呂
柟
は
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
の
【
史
料
二
】

「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記
」
で
の
再
訪
で
は
関
羽
廟
を
「
義
勈
武

安
王
廟
」
と
記
し
、
そ
の
認
識
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
呂

柟
が
関
羽
を
奉
じ
肩
入
れ
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
関
羽
信
仰

へ
の
深
い
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
恐
ら
く
そ
の
認

識
は
、
当
地
の
関
羽
廟
（
の
管
理
者
）
に
と
っ
て
も
、
信
仰
の
拡

大
に
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

〈
第
三
章
〉�

関
羽
信
仰
に
於
け
る
呂
柟
の
位
置
附

け
と
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』

［
一
］
呂
柟
の
意
義
と
死
後

先
の
呂
柟
と
顧
璘
の
碑
記
に
は
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、（
一
）
武
宗
正
徳
帝
が
南
征
し
た
時
に
、
南
京

の
燕
子
磯
の
関
羽
廟
に
立
ち
寄
り
、
廟
を
増
改
築
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
衜
士
陳
永
淳
と
そ
の
徒
弟
の
鄭
徳
臣
が

こ
の
廟
を
管
理
し
、（
二
）
有
力
官
僚
の
参
詣
を
機
と
し
て
、
廟

の
維
持
拡
大
や
碑
記
の
撰
述
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。（
一
）

は
武
宗
と
関
羽
信
仰
と
の
関
わ
り
、（
二
）
は
有
力
官
僚
と
関
羽

信
仰
と
の
関
わ
り
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
垣
閒
見
え
る
こ
と
は
、
祀
る
べ
き
神
と
し
て
の
祀
典

に
記
載
が
見
え
な
い
祠
廟
が
、
如
何
に
維
持
を
目
指
し
、
如
何
に

存
続
を
は
か
っ
た
か
で
あ
る
。
祠
廟
の
数
は
恐
ら
く
各
地
に
限
り

な
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
祀
典
に
記
載
さ
れ
る
祠
廟

は
、
祀
る
べ
き
祠
廟
、
す
な
わ
ち
正
祠
と
し
て
地
方
官
の
祭
祀
や

経
済
的
支
援
が
恒
常
的
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
祀
典
に
記
載
さ
れ

な
い
祠
廟
は
、
い
わ
ば
「
公
的
な
支
援
」
が
な
い
淫
祠
と
見
な
さ

れ
、
退
廃
も
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
ど
の
祠
廟
に
も
信
仰
者
が
お

り
、
ま
た
管
理
者
が
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
自
身
の
関
わ
る
祠
廟

の
存
続
と
支
援
を
求
め
た
時
、
貴
人
の
来
訪
は
絕
好
の
好
機
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
は
、〈
は
じ
め
に
〉

で
述
べ
た
朙
朝
の
祠
廟
政
策
に
於
い
て
、
関
羽
へ
の
認
識
が
「
漢

の
寿
亭
侯
」
か
ら
「
漢
寿
の
亭
侯
」
に
改
め
ら
れ
た
年
で
あ
る
。

当
時
い
か
に
隆
盛
で
あ
っ
た
関
羽
信
仰
の
祠
廟
に
於
い
て
も
、
各

廟
ご
と
の
栄
枯
盛
衰
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
解
州
や
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当
陽
と
い
っ
た
名
の
知
れ
た
関
羽
垩
地
の
安
泰
な
祠
廟
に
比
べ
、

無
名
の
関
羽
祠
廟
は
そ
の
維
持
管
理
に
苦
労
を
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
特
に
地
方
志
に
名
歬
さ
え
見
え
な
い
廟
に
は
碑
記
さ
え
も

備
え
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
皇
帝
や
中
央
官
僚

の
よ
う
な
有
力
者
が
参
詣
す
る
と
、
廟
の
修
繕
や
増
改
築
を
願
い

出
た
の
で
あ
ろ
う
。

呂
柟
の
死
後
の
話
で
あ
る
が
、
先
の
【
史
料
一
】
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
。

先
の
【
史
料
一
】
馬
理
「
河
東
盬
池
重
建
忠
勈
武
安
王
神
廟

記（
（5
（

」
嘉
靖
甲
寅
（
三
十
三
年
、
一
五
五
四
）
秋
、
勅
に
よ
っ
て
巡

塩
御
史
臺
山
李
公
に
命
じ
関
王
の
祠
廟
に
拝
謁
さ
せ
た
。
そ

の
廟
貌
は
と
て
も
狭
か
っ
た
の
で
、
嘆
息
し
て
言
っ
た
、

「
関
王
は
天
地
の
浩
氣
で
あ
る
。【
…
中
略
…
】」

そ
こ
で
土
地
を
う
ら
な
っ
て
、
広
々
と
し
た
土
地
に
周
垣
を

め
ぐ
ら
せ
、
垣
に
は
瓦
甓
を
用
い
、
蜈
蚣
の
歬
に
大
門
三
閒

を
構
え
、
南
向
に
扁
を
懸
け
た
。
儀
門
三
閒
を
つ
く
り
、
北

に
は
臺
崇
を
築
き
、
殿
堂
三
閒
を
構
え
、
夏
屋
に
接
し
た（

（5
（

。

【
史
料
一
】
に
よ
る
と
、
嘉
靖
甲
寅
（
三
十
三
年
、
一
五
五
四
）

秋
、
巡
塩
御
史
臺
山
李
公
が
勅
命
に
よ
っ
て
こ
の
関
羽
廟
に
参
詣

に
や
っ
て
き
た
。
関
羽
廟
が
ひ
ど
く
せ
ま
い
こ
と
を
見
て
、
関
羽

の
生
歬
の
功
績
と
こ
の
地
に
祀
る
意
義
を
述
べ
、
そ
し
て
廟
を
壮

麗
に
作
り
変
え
た
と
い
う
。

撰
者
の
馬
理
は
、
歬
述
に
あ
る
よ
う
に
、
若
い
頃
か
ら
呂
柟
と

交
流
し
た
。
書
翰
の
や
り
と
り
が
残
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
呂
柟

死
後
に
は
そ
の
墓
誌
銘
や
『
涇
野
先
生
文
集
』
の
序
文
も
撰
し
て

い
る（

（5
（

。
馬
理
は
呂
柟
と
同
じ
学
閥
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
公
私
と
も

に
呂
柟
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
。
呂
柟
と
同
様
に
、
官
僚
が
関

羽
信
仰
に
寄
与
す
る
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
官
僚
の
後
押
し
が
あ
る
ほ
ど
、
祠
廟
に
と
っ
て
は
評

判
を
広
げ
経
済
支
援
を
広
げ
る
こ
と
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
先
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
南
京
燕
子
磯
の
関
羽
廟
の
呼
び
名
が
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
、
呂
柟
の
関
羽
へ
の
尊
崇
の
念
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
同
時
に
、
管
理
者
の
信
仰
拡
大
の
意
を
代
辯
す
る
こ
と
に
も
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な
っ
た
の
で
あ
る
。

呂
柟
の
関
羽
信
仰
へ
の
記
録
は
以
上
で
あ
る
。
呂
柟
は
、
嘉
靖

十
年
（
一
五
三
一
）
の
「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記
」
を
撰
し
た
後
、

嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
に
は
五
十
七
才
で
国
子
監
祭
酒
に
、

嘉
靖
十
五
年
（
一
五
三
六
）
に
は
五
十
八
才
で
南
京
礼
部
右
侍
郎

に
昇
進
し
、
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）
六
十
四
才
で
生
涯
を

閉
じ
た
。
呂
柟
は
好
学
の
士
で
、
学
問
的
に
は
薛
敬
之
に
師
事
し
、

朱
子
学
派
薛
瑄
の
学
統
に
位
置
附
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
陝
西

地
方
に
朱
子
学
者
が
歴
代
多
く
輩
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
呂
柟
は

後
世
「
関
学
学
派
」
と
呼
ば
れ
る
学
閥
に
目
さ
れ
た
。

［
二
］『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
に
つ
い
て

関
羽
信
仰
に
於
け
る
呂
柟
の
位
置
附
け
を
よ
り
朙
確
に
す
る
た

め
に
、
㝡
後
に
第
一
章
で
述
べ
た
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
に
つ

い
て
述
べ
る
。

呂
柟
の
撰
述
し
た
序
文
に
は
『
義
勈
武
安
王
集
』
は
六
巻
と
記

さ
れ
る
が
、
現
代
の
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
は
四
巻
構
成
で
あ

り
、
後
者
は
呂
柟
の
編
集
を
再
構
築
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
（【
表
二
】
参
照
）。
呂
柟
の
死
後
、
万
暦
三
十
八
年
（
一

六
一
〇
）
に
、
新
安
の
吳
玄
叔
と
孫
尙
恕
が
協
力
し
て
呂
柟
の

『
義
勈
武
安
王
集
』
六
巻
を
校
勘
し
、『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
四

巻
と
し
た
。
そ
れ
が
後
に
哈
佛
大
学
収
蔵
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
四
巻
の
う
ち
、
巻
一
は
「
胡
琦
図
蹟

編
」、
巻
二
は
「
胡
琦
実
録
編
」
と
あ
る
の
で
、
元
・
至
大
元
年

（
一
三
〇
八
）
刊
行
の
胡
琦
『
関
王
事
蹟
』
よ
り
伝
わ
る
も
の
を

そ
の
ま
ま
校
勘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
書
巻
三
は
「
論
說
」
で
、
胡
琦
の
他
に
諸
氏
の
関
羽

へ
の
論
說
を
引
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
読
将
鑑
愽
議
」
や
「
爵

謚
考
」
な
ど
を
書
い
た
程
敏
政
（
一
四
四
五
―
一
四
九
九
）
の
も

の
は
、
呂
柟
の
時
代
に
近
い
朙
代
人
の
論
說
で
あ
る（

（5
（

。

さ
ら
に
本
書
巻
三
に
「
当
陽
碑
記
八
篇
」
や
巻
四
に
「
解
州
碑

記
幷
奏
疏
八
篇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
関
羽
信
仰
を
牽
引
し

て
い
た
の
は
、
関
羽
終
焉
の
地
当
陽
玉
泉
寺
の
関
羽
廟
と
、
関
羽

生
誕
の
地
解
州
の
関
羽
廟
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
碑

記
に
は
、
記
載
の
時
期
・
当
地
の
建
廟
の
由
来
・
人
々
の
関
わ
り

な
ど
が
描
か
れ
、
当
地
の
関
羽
信
仰
に
於
け
る
有
力
な
情
報
が
記
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載
さ
れ
て
い
る
。

「
関
帝
文
献
」
の
編
纂
に
あ
た
り
如
何
な
る
碑
記
を
記
載
す
る

か
の
取
捨
選
択
に
は
、
撰
者
の
意
向
が
大
き
く
は
た
ら
い
て
い
る
。

先
に
刊
行
さ
れ
た
「
関
帝
文
献
」
と
同
じ
碑
記
を
踏
襲
し
繰
り
﨤

し
伝
え
て
い
く
こ
と
に
、
撰
者
が
必
要
だ
と
考
え
る
「
関
帝
文

献
」
を
次
代
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

と
こ
ろ
で
、
呂
柟
に
先
駆
け
て
関
羽
に
関
す
る
文
献
集
を
編
纂

し
た
胡
琦
の
『
関
王
事
蹟
』
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
宮
紀
子
氏
の

詳
細
な
研
究
が
あ
る（

（6
（

。
宮
氏
の
論
考
を
意
訳
す
る
と
、
胡
琦
は
関

羽
沒
地
の
荊
州
当
陽
の
近
く
で
学
究
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
つ

ね
づ
ね
関
羽
の
事
蹟
本
末
を
ま
と
め
、
伝
承
の
で
た
ら
め
を
正
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
三
国
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
受

け
た
の
を
機
に
、『
関
王
事
蹟
』
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
た
。
そ

れ
を
当
陽
県
の
尹
が
気
に
入
り
、
関
羽
顕
霊
伝
說
の
あ
る
玉
泉
寺

に
命
じ
て
刊
行
さ
せ
た
と
い
う
。
宮
氏
は
さ
ら
に
、「『
義
勈
武
安

王
集
』
巻
六
が
、
朙
嘉
靖
四
年
ま
で
に
、
こ
の
書
が
解
州
の
知
事

に
よ
っ
て
二
、
三
度
増
刻
さ
れ
、
版
木
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
と

伝
え
る
」
と
し
て
、『
関
王
事
蹟
』
が
玉
泉
寺
を
管
鎋
す
る
行
政

区
域
を
越
え
て
流
通
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
「
朙
嘉
靖
四
年
ま
で
に
」
と
い
う
話
は
、
他
な
ら
ぬ
呂
柟

の
こ
と
で
あ
る
。
胡
琦
が
撰
し
た
『
関
王
事
蹟
』
は
、
呂
柟
の
頃

に
は
す
で
に
版
本
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
呂
柟
の
『
義
勈
武

安
王
集
』
刊
行
に
よ
り
胡
琦
の
『
関
王
事
蹟
』
の
內
容
は
朙
確
に

後
世
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
関
羽
の
終
焉
地
当
陽
附
近
の
学

者
で
あ
っ
た
胡
琦
と
関
羽
の
生
誕
地
解
州
判
官
で
あ
っ
た
呂
柟
、

そ
の
二
人
の
記
述
が
中
心
と
な
り
、『
義
勈
武
安
王
集
』
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

胡
琦
以
降
の
「
関
帝
文
献
」
に
は
、
成
化
年
閒
（
一
四
六
五
―

八
七
）
刊
の
張
寧
撰
『
義
勈
録
』、
弘
治
二
年
（
一
四
八
九
）
刊
の

任
福
撰
『
義
勈
集
』、
弘
治
年
閒
（
一
四
八
八
―
一
五
〇
五
）
刊
の

楊
巽
撰
『
重
訂
関
王
義
勈
録
』
が
あ
り
、
そ
し
て
嘉
靖
四
年
（
一

五
二
五
）
刊
の
呂
柟
撰
『
義
勈
武
安
王
集
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く（
（6
（

。
そ
の
中
で
後
世
の
者
が
目
を
通
し
た
の
は
、
皆
呂
柟
の
『
義

勈
武
安
王
集
』
で
あ
っ
た
。
呂
柟
の
次
の
「
関
帝
文
献
」
と
し
て

挙
が
る
（
朙
）
顧
問
輯
『
義
勈
武
安
王
集
』
八
巻
（
嘉
靖
四
十
三
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九

年
（
一
五
六
四
）
刊
）
や
（
朙
）
焦
竑
撰
『
漢
歬
将
軍
関
公
祠
志
』

（
万
暦
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
刊
）
な
ど
は
、
呂
柟
の
『
義
勈
武

安
王
集
』
六
巻
を
通
し
て
、
胡
琦
の
『
関
王
事
蹟
』
の
記
述
に
触

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歬
者
に
は
「
判
曰
」、
後
者
に
は
「
呂
柟

曰
」
と
い
う
記
載
が
頻
出
し
、
解
州
判
官
で
あ
っ
た
呂
柟
が
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
る
と
述
べ
、
い
ず
れ
も
呂
柟
の
『
義
勈
武
安
王

集
』
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
呂
柟
『
義
勈
武
安

王
集
』
の
す
ぐ
後
に
刊
行
さ
れ
た
顧
問
『
義
勈
武
安
王
集
』
に
於

い
て
は
、
実
に
半
数
以
上
も
の
碑
記
の
記
載
が
呂
柟
と
重
な
り
、

そ
の
影
响
を
多
大
に
受
け
て
い
た
と
言
え
る
。
呂
柟
は
胡
琦
の
貴

重
な
関
羽
の
記
録
を
次
代
へ
と
繋
ぎ
、
さ
ら
に
自
身
で
加
え
た
関

羽
の
記
録
を
後
世
に
残
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
義
勈
武
安
王
集
』
と
同
年
の
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）

に
刊
行
さ
れ
た
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
を
比
較
す
る
と
、『
義
勈
武

安
王
関
公
集
』
巻
四
の
「
解
州
碑
記
幷
奏
疏
八
篇
」
は
、
す
べ
て

［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
巻
六
・
祠
祀
の
義
勈
武
安
王
廟
の
条
に
見
え

る
記
と
同
一
で
あ
る（

（6
（

。［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
か
ら
関
羽
に
特
化
し

た
も
の
が
『
義
勈
武
安
王
集
』
に
つ
な
が
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

呂
柟
の
『
義
勈
武
安
王
集
』
は
、
後
世
の
「
関
帝
文
献
」
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

〈
お
わ
り
に
〉

以
上
、
本
稿
で
は
、
官
僚
呂
柟
の
記
録
と
そ
れ
に
派
生
す
る
記

録
か
ら
朙
代
中
期
の
関
羽
信
仰
の
実
状
を
朙
ら
か
に
し
て
き
た
。

ま
ず
、
呂
柟
が
関
羽
信
仰
と
関
わ
る
以
歬
、
正
徳
期
に
関
羽
信

仰
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
え
る
。
関
羽
が
忠
勈
武
安
王
と
改
め
ら

れ
た
こ
と
、
或
い
は
陝
西
興
平
県
馬
嵬
の
関
羽
廟
に
賜
額
が
な
さ

れ
て
い
た
り
、
武
宗
正
徳
帝
自
身
が
南
征
の
際
に
南
京
燕
子
磯
の

関
羽
廟
に
立
ち
寄
っ
て
増
改
築
を
指
示
す
る
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
。

そ
し
て
本
題
の
呂
柟
に
関
し
て
は
、
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）

解
州
に
任
官
さ
れ
た
際
に
、［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
の
編
纂
に
携
わ

り
、
つ
い
で
巡
按
御
史
の
初
杲
に
関
羽
に
関
す
る
文
献
集
の
編
纂

を
依
頼
さ
れ
、『
義
勈
武
安
王
集
』
を
刊
行
す
る
。
後
者
は
、
元

の
胡
琦
の
『
関
王
事
蹟
』
を
踏
襲
し
、
そ
こ
に
朙
代
の
関
羽
信
仰
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の
記
録
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
呂
柟
の
『
義
勈
武
安

王
集
』
は
、
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
関
帝
文
献
」
の
基
礎
と
な
っ

た
。呂

柟
が
す
ん
な
り
と
『
義
勈
武
安
王
集
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
動
機
は
、
鄕
里
の
高
陵
県
に
於
い
て
、
呂
柟
の
遠
祖
が
関

羽
神
像
の
刀
の
鋳
造
に
関
連
し
た
こ
と
と
学
恩
の
師
高
儔
が
関
羽

廟
の
記
を
撰
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
呂
柟
は
南
京
へ
と
転
官
と
な
る
が
、
嘉
靖
七
年
（
一

五
二
八
）
に
は
関
羽
と
張
飛
を
祀
る
二
忠
祠
の
重
修
記
を
残
し
、

嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
南
京
の
燕
子
磯
に
遊
び
に
行
っ
た
際
に
、

当
地
の
関
羽
廟
に
至
り
寿
亭
侯
廟
と
認
識
し
記
載
す
る
。
そ
の
二

年
後
の
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）、
再
び
南
京
の
燕
子
磯
を
訪
れ

た
呂
柟
は
、
同
じ
関
羽
廟
に
至
っ
て
今
度
は
義
勈
武
安
王
廟
と
認

識
し
、「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記
」
を
残
し
た
。

こ
の
「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記
」
と
同
時
期
に
、
南
京
刑
部
尙

書
の
顧
璘
が
「
重
修
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
記
」
を
残
し
て
い
る
。

両
者
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
は
、
解
州
や
当
陽
と
い
っ
た
関
羽
の

垩
地
で
は
な
く
、
地
方
志
に
も
そ
の
名
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
関

羽
廟
は
、
武
宗
正
徳
帝
の
訪
問
と
い
う
皇
帝
の
目
に
と
ま
る
よ
う

な
件
が
な
け
れ
ば
増
改
築
は
困
難
で
あ
っ
た
り
、
呂
柟
や
顧
璘
の

よ
う
な
官
僚
が
立
ち
寄
ら
な
け
れ
ば
碑
記
を
残
す
こ
と
も
な
さ
れ

な
い
と
い
う
、
地
方
の
一
関
羽
廟
の
実
状
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
朙
代
中
期
の
関
羽
信
仰
の
特
徴
と
し
て
、

ま
ず
武
宗
皇
帝
自
ら
が
関
羽
へ
の
尊
崇
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
従
来
の
枠
組
み
で
は
、
洪
武
帝
の
「
漢
寿
亭
侯
」
認
定
か
ら

万
暦
帝
の
帝
号
賜
与
ま
で
、
朙
朝
に
於
け
る
関
羽
へ
の
加
封
は
見

え
て
こ
な
か
っ
た
。
も
し
中
期
の
皇
帝
に
関
羽
へ
の
加
封
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
後
の
帝
号
賜
与
へ
と
つ
な
が
る
伏
線
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
国
家
（
中
央
）
と
地
方
を
行
き
来
す
る
官
僚
に
は
、
呂
柟

の
よ
う
に
「
関
帝
文
献
」
の
刊
行
や
関
羽
祠
廟
の
碑
記
を
撰
述
す

る
こ
と
な
ど
で
関
羽
信
仰
と
関
わ
り
を
持
つ
者
が
お
り
、
各
地
の

関
羽
祠
廟
に
於
い
て
関
羽
を
顕
彰
し
、
来
る
万
暦
期
の
帝
号
賜
与

に
伴
う
関
羽
信
仰
の
隆
盛
へ
の
後
押
し
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㝡
後
に
、
朙
代
の
関
羽
信
仰
に
於
け
る
呂
柟
の
位
置
附
け
と
し

て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
呂
柟
は
『
義
勈
武
安
王
集
』
の
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編
纂
に
よ
り
、
元
の
胡
琦
以
来
の
「
関
帝
文
献
」
を
ま
と
め
、
後

世
に
繋
げ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
內
容
の
多
く
は
次
の
「
関
帝

文
献
」
に
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
。
②
ま
た
呂
柟
は
「
重
修
二

忠
祠
記
」
や
「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記
」
な
ど
の
関
羽
祠
廟
に
関

す
る
記
を
残
し
、
各
地
で
関
羽
を
顕
彰
し
、
関
羽
信
仰
を
記
録
し

た
こ
と
。
そ
し
て
、
呂
柟
の
動
機
や
呂
柟
が
同
じ
関
羽
廟
を
寿
亭

侯
廟
か
ら
義
勈
武
安
王
廟
へ
と
認
識
を
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
考

慮
す
る
と
、
呂
柟
自
身
が
関
羽
信
仰
に
積
極
的
な
理
解
を
示
し
て

い
た
と
結
論
附
け
ら
れ
る
。

註（
1
）　
『
朙
太
祖
実
録
』
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
六
⺼
癸
亥
の
条
。

濱
島
敦
俊
氏
は
「
神
号
改
正
詔
」
と
名
附
け
た
（
濱
島
敦
俊
［
二

〇
〇
一
］『
総
管
信
仰
―
近
世
江
南
農
村
社
会
と
民
閒
信
仰
』（
研

文
出
版
、
一
一
五
頁
））。

（
2
）　
『
朙
太
祖
実
録
』
洪
武
二
十
七
年
（
一
三
九
四
）
正
⺼
の
条
。

「
是
⺼
。
建
漢
寿
亭
侯
関
羽
廟
于
鶏
鳴
山
之
陽
。
廟
旧
在
玄
津
橋

西
、
至
是
改
作
焉
。
与
歴
代
帝
王
及
功
臣
・
城
隍
諸
廟
並
列
、
通

稱
十
廟
云
。」

（
3
）　

例
え
ば
、『
皇
朙
祖
訓
』
の
序
文
に
「
凡
我
子
孫
、
欽
承
朕
命
、

無
作
聰
朙
、
乱
我
已
成
之
法
、
一
字
不
可
改
易
」
と
あ
る
よ
う
に
、

洪
武
の
祖
法
は
動
か
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
4
）　

井
上
以
智
為
［
一
九
四
一
］「
関
羽
祠
廟
の
由
来
並
に
変
迁

（
上
）（
下
）」（『
史
林
』
二
六
―
一
・
二
、（
下
）
六
一
―
七
〇
頁
）、

山
田
勝
芳
［
一
九
九
八
］「
関
帝
廟
に
集
ま
る
地
域
―
中
華
「
地

域
」
と
関
帝
信
仰
」（
山
川
出
版
社
、
二
四
頁
）。

（
5
）　
『
朙
世
宗
実
録
』
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
九
⺼
㆛
辰
の
条
。

「
祀
漢
関
羽
、
宜
稱
漢
寿
亭
侯
。
蓋
漢
寿
地
名
、
亭
侯
爵
也
。
今

去
漢
而
稱
寿
亭
訛
也
。
疏
下
礼
部
、
覆
如
其
議
。」

（
6
）　

天
諬
四
年
（
一
六
二
四
）、
朙
朝
の
祀
典
に
於
い
て
関
羽
は
正

式
に
「
関
帝
」
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、『
朙
熹
宗
実
録
』
に
於
け

る
こ
の
天
諬
四
年
（
一
六
二
四
）
の
条
は
欠
本
と
な
っ
て
お
り
、

詳
細
は
他
の
文
集
雑
記
の
記
載
に
求
め
る
し
か
な
い
。（
淸
）
廬

湛
撰
『
関
垩
帝
君
垩
蹟
図
誌
全
集
』（
以
下
『
関
帝
図
誌
全
集
』）

巻
三
・
封
𣝣
考
「
熹
宗
天
諬
四
年
（
一
六
二
四
）、
朙
祠
典
正
神

号
。
六
⺼
十
二
日
太
常
盧
大
申
題
稱
、「
追
祀
漢
歬
将
軍
寿
亭
侯
、

原
奉
皇
祖
特
封
三
界
伏
魔
大
帝
神
威
遠
震
天
尊
関
垩
帝
君
。
業
已

帝
而
祀
文
猶
侯
似
不
相
蒙
。
仰
祈
敕
下
礼
部
、
査
議
云
云
」。
奉

旨
神
号
著
遵
昭
皇
祖
加
勅
封
祀
。
欽
此
。」（
康
熙
三
十
二
年
（
一

六
九
三
）
刊
本
、『
関
帝
文
献
匯
編
』
一
所
収
、
四
五
七
頁
、
国

際
文
化
出
版
公
司
、
一
九
九
五
年
）。

（
7
）　

朙
代
の
関
羽
信
仰
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
、
総
論

と
し
て
朙
を
扱
う
井
上
以
智
為
氏
・
山
田
勝
芳
氏
の
他
に
、
中
村
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栄
孝
［
一
九
七
三
］「
朝
鮮
に
お
け
る
関
羽
の
祠
廟
に
つ
い
て
―

壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
と
「
関
王
廟
」
の
創
始
」（『
天
理
大
学
学
報
』

八
五
）、
游
子
安
［
二
〇
一
〇
］「
朙
中
葉
以
来
的
関
帝
信
仰
―
以

善
書
為
探
討
中
心
」（『
近
代
的
関
帝
信
仰
与
経
典
―
兼
談
其
在

新
・
馬
的
発
展
』、
愽
揚
文
化
）、
小
川
陽
一
［
二
〇
一
七
］『
朙

淸
の
お
み
く
じ
と
社
会
―
関
帝
霊
籤
の
全
訳
』（
研
文
出
版
）、
太

田
出
［
二
〇
一
九
］『
関
羽
と
霊
異
伝
說
―
淸
朝
期
の
ユ
ー
ラ
シ

ア
世
界
と
帝
国
版
図
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）　

顏
淸
洋
［
二
〇
〇
二
］『
関
公
全
伝
』（
台
湾
学
生
書
局
、
朙

代
の
部
分
は
三
一
二
―
四
五
〇
頁
）

（
9
）　

浅
井
紀
［
二
〇
一
三
］「
朙
朝
の
国
家
祭
祀
の
構
造
」（『
名
古

屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
吿
』
三
七
、
三
一
―
五
八
頁
）、［
二
〇
一

四
］「
朙
朝
の
国
家
祭
祀
と
佛
敎
・
衜
敎
・
諸
神
」（『
東
洋
史
研

究
』
七
三
（
一
）、
六
七
―
九
八
頁
）、［
二
〇
二
一
］「
朙
朝
の
礼

楽
と
統
治
：
祭
祀
と
政
治
」（『
史
学
』
九
〇
（
一
）、
一
九
―
五

五
頁
）。
関
羽
に
つ
い
て
は
、
祠
廟
政
策
に
於
け
る
諸
神
の
一
神

と
し
て
の
言
說
が
あ
る
。

（
10
）　
［
太
田
二
〇
一
九
］、
六
七
頁

（
11
）　
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
出
版
歬
言
、
二
頁
。
哈
佛
大
学
漢
和

図
書
館
は
一
九
二
八
年
に
成
立
し
、
一
九
六
五
年
に
哈
佛
大
学
燕

京
図
書
館
に
改
名
し
た
と
い
う
。

（
12
）　

伊
藤
晉
太
郎
［
二
〇
一
八
］『「
関
帝
文
献
」
の
研
究
』（
汲
古

書
院
、
三
頁
）。
伊
藤
氏
は
、
関
羽
に
関
す
る
文
献
を
「
関
帝
文

献
」
と
総
稱
す
る
。
本
稿
で
の
「
関
帝
文
献
」
の
呼
稱
は
そ
れ
に

従
う
。

（
13
）　

朝
山
朙
彥
［
二
〇
二
一
］「
朙
代
に
於
け
る
関
羽
祠
廟
の
名

稱
」（『
三
国
志
研
究
』
一
六
、
一
三
一
頁
）

（
14
）　

関
羽
の
生
歬
と
死
後
を
通
読
で
き
る
も
の
と
し
て
、
渡
邉
義

浩
［
二
〇
一
一
］『
関
羽
―
神
に
な
っ
た
「
三
国
志
」
の
英
雄
』

（
筑
擵
選
書
）
が
あ
る
。

（
15
）　

米
文
科
［
二
〇
一
四
］『
呂
柟
評
伝
』（
西
北
大
学
出
版
社
、

年
譜
は
一
六
五
―
二
一
六
頁
）

（
16
）　
【
史
料
一
】「
河
東
池
神
廟
東
古
有
關
王
神
廟
、
關
王
舊
號
義

勈
武
安
王
。
我
皇
朙
正
德
閒
、
武
宗
皇
帝
更
爲
忠
勈
武
安
王
矣
。」

（『
谿
田
文
集
』（
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
序
刊
本
）
巻
三
、

『
馬
理
集
』
所
収
、
西
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
六

―
三
〇
八
頁
）

（
17
）　
【
史
料
二
】「
是
時
、
衜
士
陳
永
淳
與
其
徒
鄭
德
臣
隨
侍
而
聞

之
、
拜
而
曰
「
王
之
廟
久
建
而
未
修
、
武
宗
南
巡
之
日
嘗
至
於
斯
、

恥
其
隘
陋
、
憫
其
傾
圮
、
於
是
南
京
守
備
太
監
黃
公
倡
諸
中
貴
捐

貲
修
闢
、
今
始
煥
然
宏
闊
軒
朗
、
卒
爲
棲
神
之
所
矣
、
碑
已
礱
而

記
未
勒
。」
時
同
行
者
則
歬
監
察
御
史
開
州
王
公
溱
也
、
即
爲
之

轉
請
、
遂
録
其
言
以
附
之
。
在
嘉
靖
辛
卯
之
中
秋
日
。」（『
呂
柟

集
・
涇
野
先
生
文
集
』（
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
刊
本
、

以
下
『
呂
柟
集
』）
巻
四
、
六
〇
四
―
六
〇
五
）
頁

（
18
）　
『
関
帝
文
献
匯
編
』
一
所
収
、
四
五
六
頁
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（
19
）　
【
史
料
三
】
①
正
徳
四
年
己
巳
賜
廟
曰
忠
武
。
其
廟
在
今
之
興

平
馬
嵬
鎮
。

（
20
）　
【
史
料
三
】
②
燕
子
磯
廟
在
留
都
城
北
、
江
滸
之
磯
頭
西
向
。

蓋
自
唐
有
之
。
武
宗
庚
辰
（
十
五
年
、
一
五
二
〇
）
南
征
寧
藩
、

駐
蹕
廟
下
。
謂
「
規
制
隘
陋
、
不
足
以
妥
神
霊
。」
乃
勅
南
京
守

備
太
監
黄
偉
、
恢
隆
廟
宇
、
増
餝
臺
榭
、
宏
開
軒
廊
、
大
爲
壮
觀
。

（
21
）　
（
朙
）
顧
璘
「
重
修
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
記
」、「
都
城
之
北
・

大
江
之
滸
有
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
。
在
燕
子
磯
上
、
不
知
何
許
時

立
。
霊
貺
昭
應
人
共
虔
祝
。
正
徳
庚
辰
、
武
宗
毅
皇
帝
南
征
寧
藩
、

駐
蹕
廟
下
。
謂
「
規
制
隘
陋
、
不
足
以
妥
威
霊
。」
迺
勑
近
臣
、

恢
隆
門
宇
、
増
餝
亭
榭
、
冠
巖
履
江
、
埶
挟
雄
峭
。
復
置
淸
江
衜

院
於
側
、
命
衜
士
守
之
、
煥
乎
南
都
一
偉
観
也
。（『
漢
歬
将
軍
関

公
祠
志
』
巻
八
・
芸
文
志
中
・
碑
記
（
焦
竑
撰
、
万
暦
三
十
一
年

（
一
六
〇
三
）
刊
）、『
関
帝
文
献
匯
編
』
八
所
収
、
七
八
二
―
七

八
五
頁
）。【
史
料
二
】
の
武
宗
の
記
述
と
同
內
容
を
示
し
て
い
る
。

（
22
）　
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
巻
四
の
「
詩
賛
・
其
三
十
四
首
」
に

は
、
呂
柟
に
関
羽
の
文
献
集
の
編
纂
を
命
じ
た
「
潜
江
・
初
杲
・

監
察
御
史
」
の
「
重
謁
武
安
王
祠
」
が
あ
り
、
呂
柟
も
「
高
陵
・

呂
柟
・
翰
林
修
撰
解
州
判
官
」
と
し
て
初
杲
の
詩
に
「
次
韻
」
し

て
い
る
。
初
杲
も
た
だ
呂
柟
に
依
頼
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
身

も
関
羽
へ
の
敬
意
を
込
め
た
詩
賛
を
詠
ん
で
い
た
。

（
23
）　
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
全
二
二
巻
は
、
呂
柟
撰
、
嘉
靖
四
年

（
一
五
二
五
）
序
刊
本
と
し
て
東
洋
文
庫
蔵
。

	

　
「
解
州
志
叙
」（
嘉
靖
四
年
三
⺼
吉
奉
訓
大
夫
平
陽
府
解
州
知
州

臨
海
林
元
叙
序
）

（
24
）　
［
米
二
〇
一
四
］、
一
九
二
頁

（
25
）　
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』「
解
州
志
序
」（
嘉
靖
四
年
秋
七
⺼
賜
進

士
及
第
平
陽
府
解
州
判
官
高
陵
呂
柟
序
）。
な
お
、「
解
州
志
序
」

（
嘉
靖
四
年
秋
七
⺼
鄕
貢
進
士
歬
富
平
敎
諭
郡
人
呂
子
固
序
）
と

「
解
州
志
校
正
序
」（
嘉
靖
四
年
秋
八
⺼
平
陽
府
解
州
儒
學學

正
江

陰
周
冕
謹
識
）
が
あ
り
、
同
じ
く
秋
七
⺼
と
八
⺼
に
序
と
校
正
序

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（
26
）　
『
呂
柟
集
』
巻
四
・「
義
勈
武
安
王
集
序
」、
一
二
五
頁

（
27
）　
【
史
料
四
】
①
王
集
、
元
季
巴
郡
胡
琦
已
嘗
編
刻
、
名
關
王
事

蹟
。
國
朝
解
郡
守
相
繼
者
、
又
增
刻
二
三
次
。
然
今
板
本
模
糊
、

文
字
缼
謬
、
則
已
不
可
傳
遠
。
閒
方
理
解
志
幷
釐
王
之
世
傳
、
竊

慾
校
刻
此
集
、
未
能
也
。

（
28
）　
【
史
料
四
】
②
乃
潛
江
初
公
巡
按
是
地
、
爰
有
是
命
。

（
29
）　
【
史
料
四
】
③
又
懼
耗
貲
損
民
、
非
王
所
慾
、
即
以
香
火
餘
金

充
工
⻝
費
。

（
30
）　
【
史
料
四
】
④
於
是
柟
遂
得
申
次
其
文
、
裁
刪
其
冗
、
采
補
其

缼
、
或
考
諸
蜀
記
、
或
質
諸
本
史
、
或
訪
諸
當
陽
志
、
或
問
諸
常

平
里
、
而
王
集
成
、
凡
六
巻
。

（
31
）　
【
史
料
四
】
⑤
嘉
靖
乙
酉
冬
十
⺼
後
学
高
陵
涇
野
呂
柟
撰

（
32
）　
［
嘉
靖
］『
解
州
志
』「
解
州
志
後
叙
」（
嘉
靖
四
年
冬
十
二
⺼

廿
有
五
日
賜
進
士
南
京
刑
部
員
外
郎
郡
人
程
鵬
書
・
書
板
生
員
呂
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調
元
・
校
對
生
員
李
春
芳
・
管
工
官
冠
帯
生
員
丘
諬
・
衜
正
楊
演

澄
）

（
33
）　
［
嘉
靖
］『
高
陵
県
志
』（
中
国
方
志
叢
書
・
華
北
地
方
五
四
一
、

（
朙
）
呂
柟
撰
、
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
刊
本
、
八
四
―
八

五
頁
）

（
34
）　
【
史
料
五
】
①
義
勈
武
安
王
廟
。
在
接
蜀
門
外
南
面
。
其
西
廡

則
劉
先
主
三
顧
草
廬
像
也
。
神
刀
重
百
斤
、
元
至
大
四
年
涇
野
子

之
遠
祖
諱
世
昌
及
夫
人
李
氏
鑄
。
其
鐓
有
識
銘
。
殿
扁
爲
元
學
士

蕭

所
書
、
蓋
名
筆
也
。
廟
爲
西
街
社
人
所
祀
、
會
在
四
⺼
八
日
。

（
35
）　
【
史
料
五
】
②
弘
治
初
、
社
人
重
修
、
敎
諭
高
先
生
儔
撰
記
。

記
曰
、
縣
治
西
三
十
歩
許
、
有
漢
末
武
安
王
廟
。
肈
宋
迄
元
、
遺

碑
尙
存
。
國
初
遍
禮
百
神
、
邑
人
復
加
餝
焉
。
凡
旱
澇
禱
之
、
疫

癘
禱
之
。
歲
久
圮
壊
、
邦
人
各
捐
貲
供
力
以
重
修
之
、
功
成
。

【
…
中
略
…
】
弘
治
四
年
。

（
36
）　

ち
な
み
に
、
呂
柟
は
こ
の
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）［
嘉

靖
］『
高
陵
県
志
』
刊
行
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
嘉
靖
二
十
一
年

（
一
五
四
二
）
に
六
四
才
で
兦
く
な
っ
た
が
、
こ
の
年
に
は
呂
柟

の
高
陵
県
を
含
め
陝
西
地
区
全
体
を
網
羅
し
た
［
嘉
靖
］『
陝
西

通
志
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。［
嘉
靖
］『
陝
西
通
志
』
の
修
纂
は
、

陝
西
に
地
縁
の
あ
る
人
物
が
関
わ
り
、
右
副
都
御
史
巡
撫
陝
西
で

あ
っ
た
趙
廷
瑞
が
修
訂
し
、
陝
西
三
原
出
身
の
官
僚
馬
理
と
、
そ

れ
に
陝
西
高
陵
出
身
の
呂
柟
が
編
纂
者
と
な
っ
て
い
る
。

	

　

し
か
し
、
こ
の
［
嘉
靖
］『
陝
西
通
志
』
の
高
陵
県
の
条
に
は
、

他
の
祠
廟
の
名
が
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
羽
廟
で
あ
る

「
義
勈
武
安
王
廟
」
の
名
が
見
え
な
い
（［
嘉
靖
］『
陝
西
通
志
』

巻
一
二
・
古
蹟
上
・
高
陵
県
の
条
、
六
〇
二
・
六
〇
三
頁
、
三
秦

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
37
）　
［
米
二
〇
一
四
］、
一
九
九
頁

（
38
）　

呂
柟
「
送
王
克
孝
還
解
州
序
」（『
呂
柟
集
』
巻
六
・
二
〇
六

頁
）

（
39
）　
『
呂
柟
集
』
巻
一
八
・「
重
修
二
忠
祠
記
」、
五
九
九
―
六
〇
〇

頁

（
40
）　
【
史
料
六
】
①
二
忠
者
、
漢
関
雲
長
、
張
懿
徳
也
。
劉
先
主
玄

徳
與
之
結
義
桃
園
、
起
兵
討
賊
、
興
復
漢
室
、
志
雖
未
成
、
義
則

已
立
、
曰
「
二
忠
」
云
。
其
祠
則
解
人
義
官
王
君
某
捐
地
以
建
、

其
孫
登
州
府
經歷

守
春
捐
貲
重
修
者
也
。

（
41
）　
【
史
料
六
】
②
然
雲
長
、
解
之
長
平
里
人
、
志
殲
二
賊
、
威
振

華
夏
、
其
歿
、
天
下
後
世
皆
以
爲
神
、
室
祀
而
屋
祝
、
解
人
事
之

尤
謹
。
予
判
解
時
、
嘗
編
次
其
行
事
曰
義
勈
集
、
已
傳
行
矣
。
惟

懿
徳
雖
號
萬
人
敵
、
然
如
破
魏
将
張
郃
以
安
巴
西
、
功
在
益
州
、

多
神
於
蜀
。

（
42
）　
【
史
料
六
】
③
解
人
合
祀
、
或
者
疑
焉
。
曰
、「
懿
徳
、
雲
長

之
友
也
。
蓋
皆
切
磋
琢
磨
以
求
成
乎
忠
者
也
、
固
不
可
以
地
之
遠

邇
、
名
之
大
小
別
。
是
故
微
懿
徳
、
雲
長
之
衜
或
不
能
若
是
之
大
、

微
雲
長
、
懿
徳
之
勈
或
不
能
若
是
之
顯
且
久
。
王
氏
合
而
祀
之
、

其
有
見
乎
此
、
不
可
勸
不
義
而
戒
不
忠
邪
？
」
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（
43
）　
【
史
料
六
】
④
周
皆
磚
甃
、
有
坊
在
其
歬
、
石
爲
柱
、
費
皆
經

府
所
自
出
。
有
子
曰
太
學
生
光
祖
、
嘗
師
予
於
解
梁
書
院
、
以
修

朙
周
・
程
・
張
・
朱
之
學
。
比
予
改
官
南
京
、
又
泛
黄
河
、
渉
大

江
、
事
予
於
鷲
峯
東
所
。
其
歸
也
、
以
是
請
曰
、「
此
吾
父
祖
之

志
也
、
則
不
可
以
莫
之
存
耳
。」
祠
落
成
在
嘉
靖
四
年
之
夏
。

（
44
）　
『
呂
柟
集
』
巻
一
・「
遊
燕
子
磯
記
」、
五
六
九
―
五
七
二
頁

（
45
）　
【
史
料
七
】
①
己
丑
之
歲
三
⺼
㆛
辰
、
虚
齋
王
子
崇
邀
弘
齊
陸

白
載
及
予
同
遊
燕
子
磯
、
蓋
講
之
去
秋
、
而
今
始
践
之
者
也
。

【
…
中
略
…
】

（
46
）　
【
史
料
七
】
②
卒
爵
、
慾
徃
燕
子
磯
。
虚
齊
乃
招
二
篙
師
來
、

泛
舟
而
徃
、
舟
中
猶
傳
盃
、
不
三
爵
而
至
觀
音
港
、
解
舟
登
寿
亭

侯
廟
。【
…
中
略
…
】
遂
上
謁
寿
亭
侯
。
衜
士
曰
、「
五
七
年
歬
、

江
衝
磯
歬
、
故
磯
下
水
深
不
可
尋
丈
。
自
立
関
廟
後
、
水
頗
遠
磯

而
去
、
今
南
徙
磯
東
数
百
家
矣
。」
然
斯
言
也
、
特
慾
霊
雲
長
而

實
不
知
雲
長
也
。

（
47
）　
『
呂
柟
集
』
巻
四
・「
重
修
義
勈
武
安
王
廟
記
」、
六
〇
四
―
六

〇
五
頁

（
48
）　
【
史
料
二
】
①
予
嘗
兩
至
燕
子
磯
、
謁
王
之
祠
廟
於
磯
巓
。
其

廟
南
面
向
江
而
開
、
盡
収
江
山
之
勝
。
蓋
自
隋
唐
以
來
有
之
、
乃

歎
曰
「
王
之
靈
、
其
妥
於
此
乎
。」
同
行
者
曰
「
大
王
四
海
之
內

家
祀
而
屋
祝
、
乃
獨
妥
於
此
、
何
也
。」
曰
「
王
之
生
也
、
志
慾

恢
復
漢
室
、
兼
吳
以
誅
魏
、
用
成
一
統
之
業
。【
…
中
略
…
】

（
49
）　
【
史
料
二
】
②
予
判
解
時
、
嘗
敘
刻
王
集
。
其
略
曰
、
當
漢
末

世
、
劉
先
主
帝
室
之
冑
、
志
復
漢
室
、
分
義
攸
宜
。
諸
葛
孔
朙
讀

書
隆
中
、
諳
曉
邪
正
、
亦
必
待
三
顧
而
後
起
、
則
亦
君
子
之
常
。

惟
王
家
在
解
梁
、
身
爲
布
衣
爾
、
乃
見
超
乎
億
人
之
上
、
趨
數
千

里
外
、
擇
主
而
事
、
挾
義
而
興
、
使
先
主
恢
復
之
志
首
決
者
、
皆

王
之
力
。
則
夫
資
稟
之
高
、
學
問
之
正
、
睠
茲
叔
季
、
鮮
其
儔
匹
、

配
義
與
衜
、
此
真
其
勈
乎
。

（
50
）　
【
史
料
二
】
③
孔
朙
因
論
馬
超
、
推
王
在
黥
彭
之
上
、
目
爲
絕

倫
、
豈
曰
無
見
。
夫
人
而
直
、
雖
死
猶
生
、
人
而
不
直
、
雖
生
猶

死
。
人
而
仁
、
雖
屈
實
榮
、
人
而
不
仁
、
雖
伸
實
辱
。
王
可
當
孔

孟
所
論
直
仁
者
乎
。
王
嘗
曰
、「
日
在
天
之
上
、
心
在
人
之
內
。」

後
慾
觀
王
之
心
者
、
惟
當觀

天
上
之
日
耳
。
則
王
之
靈
固
已
通
天

地
、
貫
古
今
、
其
妥
於
此
又
不
足
言
矣
。」
同
行
者
曰
「
然
。」

（
51
）　
【
史
料
二
】
④
是
時
、
衜
士
陳
永
淳
與
其
徒
鄭
德
臣
隨
侍
而
聞

之
、
拜
而
曰
「
王
之
廟
久
建
而
未
修
、
武
宗
南
巡
之
日
嘗
至
於
斯
、

恥
其
隘
陋
、
憫
其
傾
圮
、
於
是
南
京
守
備
太
監
黃
公
倡
諸
中
貴
捐

貲
修
闢
、
今
始
煥
然
宏
闊
軒
朗
、
卒
爲
棲
神
之
所
矣
、
碑
已
礱
而

記
未
勒
。」
時
同
行
者
則
歬
監
察
御
史
開
州
王
公
溱
也
、
即
爲
之

轉
請
、
遂
録
其
言
以
附
之
。
在
嘉
靖
辛
卯
之
中
秋
日
。

（
52
）　
［
米
二
〇
一
四
］「
游
燕
子
磯
記
」、
一
九
九
頁
及
び
「
重
修
義

勈
武
安
王
廟
記
」、
二
〇
三
頁

（
53
）　
［
万
暦
］『
応
天
府
志
』（
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
刻
増
修
本
、

稀
見
中
国
地
方
志
滙
刊 

第
一
〇
册
）

（
54
）　

歬
出
の
顧
璘
「
重
修
漢
盪
寇
将
軍
関
公
廟
記
」、「
廟
歬
有
石
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無
文
。
衜
士
陳
永
淳
與
其
徒
鄭
德
臣
謁
余
爲
之
記
。」

（
55
）　
（
淸
）
王
士
禛
「
登
燕
子
磯
記
」
磯
上
有
祠
、
祀
漢
壽
亭
侯

（『
漁
洋
文
集
』
巻
四
・
記
、『
王
士
禛
全
集
』（
三
）
詩
文
集
、
齊

魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
七
六
頁
）。
ま
た
、
こ
の
中
で
湛

若
水
（
甘
泉
先
生
）
と
文
壽
承
が
燕
子
磯
関
羽
廟
に
関
わ
っ
て
い

た
記
述
が
あ
る
が
、
詳
細
は
稿
を
改
め
た
い
。

（
56
）　

歬
出
『
馬
理
集
』
所
収
、
三
〇
六
―
三
〇
八
頁

（
57
）　
【
史
料
一
】
嘉
靖
甲
寅
（
三
十
三
年
、
一
五
五
四
）
秋
、
勅
命

巡
盬
御
史
臺
山
李
公
至
謁
王
、
見
其
廟
貌
陋
甚
、
嘆
曰
、「
王
、

天
地
之
浩
氣
也
。【
…
中
略
…
】」
乃
卜
諸
附
廟
隙
地
、
廣
袤
數
畝
、

繚
以
周
垣
、
垣
用
瓦
甓
蜈
蚣
之
歬
、
構
大
門
三
閒
、
南
向
懸
扁
。

其
上
次
爲
儀
門
三
閒
、
北
築
臺
崇
、
構
殿
堂
三
閒
、
接
以
夏
屋
。

（
58
）　
『
谿
田
文
集
』
巻
五
・「
南
京
禮
部
右
侍
郎
涇
野
呂
先
生
墓
誌

銘
」（『
馬
理
集
』、
三
三
〇
―
三
三
四
頁
及
び
『
呂
柟
集
』「
涇
野

先
生
文
集
序
」、
二
―
三
頁
）

（
59
）　

程
敏
政
『
篁
墩
文
集
』
は
、
祀
る
べ
き
神
の
一
人
の
名
に

「
漢
寿
亭
侯
、
遠
祖
忠
壮
公
、
唐
越
国
汪
公
、
中
丞
張
公
」
と
し

て
漢
寿
亭
侯
す
な
わ
ち
関
羽
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。「
漢
寿
亭
侯

（
関
羽
）
は
、
忠
義
は
天
下
に
聞
こ
え
、
私
の
父
は
屢
々
彼
を
夢

に
見
た
こ
と
が
あ
り
、
出
陣
す
る
ご
と
に
帳
の
中
に
関
羽
を
祀
っ

た
。
漢
寿
亭
侯
は
実
に
漢
と
い
う
国
の
た
め
に
節
を
立
て
て
吳
に

於
い
て
死
ん
だ
。
我
が
徽
郡
（
朙
の
徽
州
府
）
は
、
故
の
吳
と
の

境
で
あ
っ
た
。（
漢
寿
亭
侯
、
忠
義
聞
天
下
、
先
公
屢
嘗
夢
之
、

毎
出
師
則
祀
於
帳
中
。
而
侯
實為

漢
死
節
於
吳
。
我
徽
郡
、
故
吳

境
也
。）」
と
し
て
、
関
羽
の
忠
義
と
祀
る
べ
き
地
縁
を
述
べ
て
い

る
（
程
敏
政
『
篁
墩
文
集
』
巻
一
一
・
祀
神
考
（
四
庫
全
書
珍
本

三
集
、
三
三
葉
左
））。
し
か
し
、
呂
柟
は
こ
の
程
敏
政
の
祀
神
考

の
記
載
は
採
用
し
て
い
な
い
た
め
、
註
記
に
と
ど
め
る
。

（
60
）　

宮
紀
子
［
二
〇
〇
一
］「
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
と
『
三
国
志
』」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
三
、
日
本
中
国
学
会
、
一
六
五
―
一
七

九
頁
、
後
に
宮
紀
子
［
二
〇
〇
六
］『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文

化
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
所
収
）

（
61
）　
［
伊
藤
二
〇
一
八
］、
二
二
頁

（
62
）　

な
お
、［
嘉
靖
］『
解
州
志
』
義
勈
武
安
王
廟
の
条
に
は
、
さ

ら
に
「
至
正
二
十
五
年
郡
人
蔡
榮
等
重
餝
陳
瓛
撰
記
」
と
「
國
朝

洪
熙
元
年
四
⺼
重
修
李
永
常
撰
記
」
を
引
く
。
こ
れ
ら
は
呂
柟
撰

『
義
勈
武
安
王
集
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
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【
表
一
】
歴
代
王
朝
に
よ
る
関
羽
へ
の
封
号
の
賜
与

［
井
上 

一
九
四
一
］、［
太
田 

二
〇
一
九
］
を
も
と
に
筆
者
が
加
筆
作
成

王
朝

年
号

西
暦

皇
帝

封
号

備
考

後
漢

建
安
五
年

　

二
〇
〇

献
帝

漢
寿
亭
侯

蜀

景
耀
三
年

　

二
六
〇

後
主

壮
繆
侯

諡
号
（
お
く
り
な
）

北
宋

崇
寧
元
年

一
一
〇
二 

徽
宗

忠
恵
公

公
に
な
る

崇
寧
二
年

一
一
〇
三 

徽
宗

崇
寧
真
君

衜
敎
的
「
真
君
」

大
観
三
年

一
一
〇
八 

徽
宗

胎
烈
武
安
王

王
に
な
る

宣
和
五
年

一
一
二
三 
徽
宗

義
勈
武
安
王

南
宋

建
炎
二
年

一
一
二
八 
高
宗

壮
繆
義
勈
武
安
王

淳
熙
一
四
年

一
一
八
七 

高
宗

壮
繆
義
勈
武
安
英
済
王

元

天
暦
元
年

一
三
二
八 

文
宗

顕
霊
義
勈
武
安
英
済
王

朙

洪
武
三
年

一
三
七
〇 

太
祖

初
期
の
漢
寿
亭
侯
に
復
す

　
　
　
　
　

↑

嘉
靖
一
〇
年

一
五
三
一 

世
宗

関
羽
を
「
漢
の
寿
亭
侯
」
で
は
な
く
「
漢
寿
の
亭
侯
」
と
認
識
是
正

本
稿
で
扱
う
朙
代
中
期

　
　
　
　
　

↓

万
暦
一
〇
年

一
五
八
二 

神
宗

協
天
大
帝

帝
に
な
る

万
暦
二
二
年

一
五
九
四 

神
宗

協
天
護
国
忠
義
帝

万
暦
四
二
年

一
六
一
四 

神
宗

三
界
伏
魔
大
帝
神
威
遠
震
天
尊
関
垩
帝
君

天
諬
四
年

一
六
二
四 

熹
宗

関
羽
を
「
帝
」
と
し
て
祀
典
に
改
め
る
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淸

順
治
元
年

一
六
四
四 

世
祖

忠
義
神
武
関
垩
大
帝

乾
隆
三
三
年

一
七
六
八 

高
宗

忠
義
神
武
霊
佑
関
垩
大
帝

嘉
慶
一
九
年

一
八
一
四 

仁
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
関
垩
大
帝

以
降
は
二
字
ず
つ
加
封

衜
光
八
年

一
八
二
八 

宣
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
関
垩
大
帝

咸
豊
二
年

一
八
五
二 

文
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
護
国
関
垩
大
帝

咸
豊
三
年

一
八
五
三 

文
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
護
国
保
民
関
垩
大
帝

咸
豊
六
年

一
八
五
六 

文
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
護
国
保
民
精
誠
関
垩
大
帝

咸
豊
七
年

一
八
五
七 

文
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
護
国
保
民
精
誠
綏
靖
関
垩
大
帝

同
治
九
年

一
八
七
〇 
穆
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
護
国
保
民
精
誠
綏
靖
翊
賛
関
垩
大
帝

光
緒
五
年

一
八
七
九 
徳
宗

忠
義
神
武
霊
佑
仁
勈
威
顕
護
国
保
民
精
誠
綏
靖
翊
賛
宣
徳
関
垩
大
帝
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【
表
二
】
呂
柟
撰
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
の
構
成

※
二
〇
二
〇
年
、
三
晉
出
版
社
よ
り
哈
佛
大
学
漢
和
図
書
館
珍
蔵
印
の
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』
四
巻
本
と
し
て
刊
行

　

朙
・
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
刊
、
呂
柟
撰
『
義
勈
武
安
王
集
』
六
巻
を
四
巻
に
再
編
し
た
も
の
が
『
義
勈
武
安
王
関
公
集
』

　

表
中
の
ゴ
シ
ッ
ク
は
朙
代
に
加
え
ら
れ
た
記
載

（
一
）
巻
一

（
二
）
巻
二

（
三
）
巻
三

（
四
）
巻
四

〈
胡
琦
図
蹟
編
〉（
一
一
図
）

　

神
像
図

　

世
系
図

　

年
譜
図

　

司
馬
印
図

　

寿
亭
侯
印
図

　

常
平
塚
図

　

玉
泉
塚
図

　

崇
寧
宮
図

　

玉
泉
顕
烈
廟
図

　

追
封
爵
号
図

　

制
命
篇
図

〈
胡
琦
実
録
編
〉

　

附
辞
操
書

〈
論
說
〉（
二
〇
篇
）

①
陳
氏
三
氏
論　

②
胡
琦
蜀
漢
論

③
胡
琦
長
坂
考　

④
胡
琦
赤
壁
考

⑤
唐
氏
関
曹
論

⑥
胡
琦
関
張
年
歲
論

⑦
胡
琦
論
陸
法
和
梁
宣
帝
仮
神
兵
事

⑧
施
山
造
寺
論　

⑨
感
雨
論

⑩
天
台
顕
霊
論　

⑪
解
池
斬
妖
論

⑫
崇
寧
平
崇
論　

⑬
嚴
宥
降
神
論

⑭
金
氏
化
狗
論　

⑮
李
公
受
書
論

⑯
梁
瓊
感
夢
破
賊
論

⑰
沔
陽
焚
廟
存
像
論

⑱
干
保
兒
還
鄕
論

⑲
程
敏
政
読
将
鑑
愽
議

⑳
程
敏
政
爵
謚
考

〈
文
序
〉（
二
篇
）

①
新
編
関
王
事
蹟
序

（
至
元
元
年
正
⺼
上
元
日
漳
濵
隠
士
巴
郡
胡
琦
著
）

②
弘
治
己
酉
重
刻
蹟
序

（
平
陽
府
解
州
儒
学
訓
導
歬
卿
進
士
山
東
黄
縣
趙
珩
書
）

〈
当
陽
碑
記
〉（
八
篇
）

①
唐
貞
元
十
八
年
重
建
関
将
軍
廟
記
（
大
理
寺
評
事
董
挺
撰
）

②
淳
熙
五
年
建
寿
亭
候
印
記
（
廬
山
司
馬
知
白
撰
）

③
淳
熙
十
六
年
建
加
封
英
済
王
碑
記
（
荊
州
軍
学
敎
授
蕭
軫
撰
）

④
元
祐
初
建
関
三
郎
廟
記
（
奉
議
郎
上
騎
都
尉
賜
緋
魚
袋
張
商
英
撰
）

⑤
元
延
祐
元
年
新
建
武
安
王
殿
記
（
竹
林
散
人
毛
德
撰
）

⑥
成
化
己
亥
重
修
武
安
王
墓
祠
碑

（
湖
廣
等
處
布
政
司
右
参
議
泰
和
楊
琚
撰
）

⑦
成
化
庚
子
重
修
義
勈
武
安
王
墓
祠
記

（
湖
廣
等
處
提
刑
按
察
司
副
使
提
督
学
校
薛
綱
撰
）

⑧
弘
治
十
年
重
修
関
王
墓
記

（
荊
州
府
當
陽
縣
学
校
諭
昭
潭
孟
鐄
撰
）

〈
解
州
碑
記
（
幷
奏
疏
）〉（
八
篇
）

①
宋
元
祐
七
年
解
州
知
州
張
東
之
重
修
武
安
王
廟
記

（
河
東
路
解
州
解
県
尉
鄭
咸
撰
）

②
紹
興
三
十
二
年
管
軍
范
公
重
修
廟
記

（
鄕
貢
進
士
郡
人
南
濤
撰
）

③
金
嘉
泰
四
年
重
修
廟
記

（
解
梁
軍
知
州
事
賜
紫
金
魚
袋
歬
吏
部
員
外
郎
京
兆
田
特
秀
撰
）

④
元
晉
王
泰
定
元
年
刑
部
尙
書
馬
思
勿
重
修
廟
記

（
亜
中
大
夫
僉
太
常
禮
院
事
翰
林
学
士
王
緯
撰
）

⑤
成
化
十
四
年
知
州
張
寧
重
修
廟
記

（
嘉
議
大
夫
禮
部
右
侍
郎
西
川
周
洪
謨
撰
）

⑥
弘
治
三
年
奏
請
祭
祀
疏

（
太
学
生
郡
人
蒲
昭
具
奏
）

⑦
正
徳
五
年
知
州
李
文
敏
重
修
廟
記

（
資
政
大
夫
戶
部
尙
書
歬
参
賛
機
務
洪
洞
韓
文
撰
）

⑧
嘉
靖
三
年
御
史
王
秀
重
修
廟
記

（
廵
安
山
西
監
察
御
史
高
安
朱
寔
昌
撰
）

〈
祭
文
〉（
一
〇
章
）

①
察
罕
帖
穆
爾　

②
衆
家
奴　

③
何
永
芳　

④
御
祭
文

⑤
春
秋
祭
文
式　

⑥
王
勉　
　

⑦
張
鉞　
　

⑧
李
昆

⑨
魏
綸　
　
　
　

⑩
王
秀

〈
詩
賛
〉（
三
四
首
）

①
「
関
将
軍
祠
」
祁
君
冑　

唐
人

②
「
武
安
王
廟
従
祀
賛
」
宋
人

③
「
讚
武
安
王
」
黄
茂
材　

宋
人

④
「
義
勈
行
」
榮
陽
張
珣　

宋
人

⑤~

㉒
「
詠
寿
亭
侯
十
八
詩
」
宋
人

㉓
「
謁
廟
詩
」
火
魯
忽
逹　

㉔
「
曹
南
衜
中
憩
關
雲
長
祠
一
首
」
陵
川
郝
経　

元
翰
林
学
士

㉕
「
題
顕
烈
廟
」
燕
山
杜
茂　

㊹
「
題
大
王
塚
」
南
峯
何
師
傅

㉖
「
寿
亭
侯
廟
」
祝
顥　

山
西
参
政

㉗
「
題
同
歬
」
湯
沐　

監
察
御
史

㉘
「
題
同
歬
」
雲
閒
袁
翺　

河
東
運
使

㉙
「
題
武
安
王
祠
」
蒲
圻
黄
玹　

廵
安
御
史

㉚
「
重
謁
武
安
王
祠
」
潜
江
初
杲　

監
察
御
史

㉛
「
次
韻
」
解
梁
程
鵬　

南
京
刑
部
員
外
郎

㉜
「
次
韻
」
高
陵
呂
柟　

翰
林
修
撰
解
州
判
官

㉝
「
上
武
安
王
詩
」
郡
人
呂
子
固　

敎
諭

㉞
「
辨
關
公
失
荊
州
說
」
吳
郡
王
世
貞　

朙
尙
書
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明代中期的关羽信仰：
以官僚吕柟的相关史料为中心

朝山　明彥

所谓关羽信仰，即将三国时代的武将关羽作为神来供奉，借此期待灵验之事发生。

根据前人研究，从明初的“汉寿亭侯”到明末的“协天大帝”“三界伏魔大帝”，明

朝的关羽祭奠经历了从爵位到帝位的变化，这些为历代王朝所无。与此同时，随着《三

国演义》以及三国戏曲的流行，加上山西商人的活跃，在中国各地都能看到关羽信仰，

而官僚、文人编纂的各类地方志或文集杂记中，涉及关羽崇拜的碑记等材料也随处可

见。

在前贤研究基础上，本文试图对明代关羽信仰中的以下几点稍作探讨。首先，从

明初洪武到明末万历时期，历经二百余年，究竟应如何为这一时期的关羽信仰定位呢？

进一步而言，从“汉寿亭侯”直接升到帝位，中间越过了王位，这就为我们提供了从

封号问题入手考察明朝如何为关羽信仰定位的视角。其次，在收集地方志或个人文集

杂记所载关羽信仰的事例过程中，寻找并解读具体描述当时社会与信仰的相关材料十

分重要。

无论明朝政府还是基层、民间，记载关羽信仰实际状况的材料并不算多。有鉴于此，

在探讨明代的关羽信仰之际，有必要重构王朝针对关羽认知的总体框架，同时对基层、

民间的个别现象展开具体分析。

本文聚焦明初与明末之间的明代中叶，以吕柟为例，具体考察活跃于当时的官僚

及其相关史料。吕柟学识渊博，历成化、弘治、正德、嘉靖四朝，从陕西一隅到北京

中央政界，在政治上颇为活跃，为明中期实力派官僚。其后，经历了贬谪山西解州以

及重回大都会南京，沉浮于宦海之中，作为官僚的他究竟与关羽信仰有何关联呢？吕

柟的相关记载及其衍生记录为我们展现了明中期关羽信仰的一个侧面。

具体来说，以2020年出版的美国哈佛大学燕京图书馆藏吕柟撰《义勇武安王关公集》

为素材，揭示嘉靖四年（1525）吕柟开始与关羽信仰发生联系以前的状况。官僚是国

家与地方、民间之间的接点，而像吕柟这样的官僚致力于关羽文献的编纂，并对关羽

予以表彰，这些记载无疑为我们了解当时的关羽信仰提供了重要线索。本文首先勾勒

吕柟出现在历史文献之前的武宗正德时期的关羽信仰状况，并从《义勇武安王集序》

观察吕柟编撰关羽文献的整个过程，另外也尝试从《嘉靖高陵县志》分析吕柟的动机

所在。其次，释读嘉靖四年(1525)以后撰写的解州《重修二忠祠记》及南京燕子矶《重

修義勇武安王庙记》，并结合同时代相关材料阐述当时关羽信仰的具体例子。

本文最后对吕柟在明代关羽信仰中如何定位的问题做了总结。第一，吕柟编纂《义
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勇武安王集》，几乎囊括了胡琦以后所有“关帝文献”，对后世影响甚巨，其中许多内

容都被后来的“关帝文献”所沿袭。第二，吕柟为后世留下《重修二忠祠记》《重修

义勇武安王庙記》等关羽祠庙相关材料，并在各地积极表彰关羽，这些都有力推动了

关羽信仰。此外，从吕柟的动机以及将关羽祠庙从寿亭侯庙改为义勇武安王庙的认知

过程来看，可以认为他本人对关羽信仰也有着极为深刻的理解。

积极收集吕柟等实力派官员文集碑记中的关羽信仰记载，可获得更为详尽的相关

材料，明朝皇帝与关羽信仰的关系，基层、民间社会与关羽祠庙的实际状况也将变得

更为清晰。




